
－1－ 

令和５年８月相模原市教育委員会定例会 

 

○日  時 令和５年８月８日（火）午前９時３０分から午後４時１４分まで 

○場  所 相模原市役所 第３委員会室 

○日  程 

１．開  会 

２．会議録署名者の決定 

３．議  事 

  日程第 １（議案第２９号） 相模原市立小学校及び義務教育学校（前期課程）におい

て令和６年度に使用する教科用図書の採択について（学

校教育部） 

  日程第 ２（議案第３０号） 相模原市立中学校及び義務教育学校（後期課程）におい

て令和６年度に使用する教科用図書の採択について（学

校教育部） 

  日程第 ３（議案第３１号） 相模原市立小学校、中学校及び義務教育学校において令

和６年度に使用する特別支援教育関係教科用図書の採択

について（学校教育部） 

  日程第 ４（議案第３２号） 相模原市立公民館条例の一部を改正する条例について 

                （生涯学習部） 

  日程第 ５（議案第３３号） 相模原市教育委員会事務局職員の人事について 

（教育局） 

  日程第 ６（議案第３４号） 相模原市立学校の教職員の人事について（学校教育部） 

４．報告案件 

  日程第 ７（報告第１８号） 専決処分の報告について（学校教育課） 

  日程第 ８（報告第１９号） 専決処分の報告について（学校教育課） 

 

○出席した教育長及び委員（６名） 

教 育 長  渡 邉 志寿代 

教育長職務代理者  小 泉 和 義 

委 員  平 岩 夏 木 
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委 員  岩 田 美 香 

委 員  宇田川 久美子 

委 員  白 石 卓 之 

 

○説明のために出席した者 

教 育 局 長  高 橋 良 明  学 校 教 育 部 長  農 上 勝 也 
 
生 涯 学 習 部 長  村 田 典 久  教 育 局 参 事  岩 崎 雅 人 
                   兼教育総務室長          
 
教育総務室総括副主幹  的 場 秀 剛  教育総務室総括副主幹  角 田 直 樹 
（総務企画班）           （人事給与班）          
 
教育総務室主査  須 澤 可奈子  学 校 教 育 課 長  三 谷 将 史 
 
学校教育課総括副主幹  中 島 哲 郎  学校教育課指導主事  中 里 勝 也 
（学力保障推進班）                             
 
学校教育課指導主事  藤 本 祐 之  教職員人事課担当課長  辻 野   宏 
                   （ 人 事 班 ）  
 
教職員人事課総括副主幹  田 村 圭 治  教育センター所長  奥 津 光 郎 
（ 総 務 班 ） 
 
教育センター総括副主幹  表 木   誕  教育センター指導主事  鈴 木 範 子 
（研究・研修班）                             
 
教育センター指導主事  新 城 英 輝  教育センター指導主事  冨 田 正 志 
 
教育センター指導主事  坂 下 大 輔  教育センター指導主事  川 嵜 真 弓 
 
教育センター指導主事  佐々木 康 介  教育センター指導主事  室 井   泉 
 
教育センター指導主事  東 山   歩  教育センター指導主事  鈴 木 雅 哉 
 
教育センター指導主事  関 井 隆 志  教育センター指導主事  仲 村 康太郎 
 
教 育 局 参 事  松 本 隆 人  生涯学習課総括副主幹  鈴 木 孝 司 
兼生涯学習課長           （計画推進班） 
     
星 が 丘 公 民 館  髙 橋   浩 
館 長 代 理          
 

○事務局職員出席者 

教育総務室主任  栗 原 明 伸  教育総務室主事  田 中 瑠 菜 
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午前９時３０分 開会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   □開   会 

◎渡邉教育長 ただいまから、相模原市教育委員会８月定例会を開会いたします。 

  本日の出席は６名で定足数に達しております。 

  本日の会議録署名につきましては、岩田委員と宇田川委員を指名いたします。 

  それでは、日程に入ります。 

  はじめにお諮りいたします。 

  本日の会議の日程４、議案第３２号、「相模原市立公民館条例の一部を改正する条例に

ついて」から、日程６、議案第３４号、「相模原市立学校の教職員の人事について」まで

は、会議規則の規定により公開しない会議として取り扱うことにご異議ございませんでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 では、ご異議ございませんので、本日の会議のうち、日程４から日程６につ

いては公開しない会議といたします。 

  なお、公開しない会議とする案件は、会議の最後に審議することにいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立小学校及び義務教育学校（前期課程）において令和６年度に使用する教科用図

書の採択について 

◎渡邉教育長 それでは、これより日程に入ります。 

  議案第２９号、「相模原市立小学校及び義務教育学校（前期課程）において令和６年度

に使用する教科用図書の採択について」を議題といたします。 

  本議案は、相模原市教科用図書採択検討委員会の調査検討結果を参考にして採択を行っ

てまいりたいと思います。また、審議に当たりまして、提案の理由の説明については、明

瞭、簡潔にお願いするとともに、各委員の質疑、ご意見等につきましても、内容を精査の

上、ご発言いただきますようお願いいたします。あわせて、発行者名につきましては、略

称を用いて、敬称は省略させていただきます。 

  なお、各教科の種目ごとに採択を行い、全ての教科の採択が終了した後、議案第２９号

の採決を行いたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、事務局より説明をいたします。 
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○農上学校教育部長 議案第２９号につきまして、ご説明申し上げます。 

  本議案は、相模原市立小学校及び義務教育学校（前期課程）で令和６年度に使用する教

科用図書を採択いただきたく提案するものでございます。はじめに、教科用図書の採択に

ついて、これまでの経過をご説明いたします。 

  恐れ入りますが、議案第２９号参考資料２、１７ページをご覧いただきたいと存じま

す。 

  ５月定例会におきましては、教科用図書の採択基本方針及び調査研究の観点についてを

決定、その結果を踏まえまして、５月２４日に学識経験者や保護者、学校代表等で構成す

る、第１回教科用図書採択検討委員会を開催いたしました。また、５月から６月にかけ

て、任命された各教科等の調査員が、採択基本方針に基づき、必要な事項の調査研究を行

い、調査研究報告書をまとめました。また、市内全小学校及び義務教育学校に学校意向調

査を依頼し、その調査結果をまとめました。 

  これらの取組と併せて、広く市民の方々に教科用図書をご覧いただくために、図の左に

あります、教科書展示会を６月１４日から市内２か所の教科書センターで、６月１３日か

ら臨時会場１か所にて開催いたしました。７月６日には、第２回教科用図書採択検討委員

会、７月７日には第３回検討委員会を開催し、調査結果報告書を基に報告があり、学校意

向調査、展示会での閲覧感想、教科用図書見本本等に基づき協議を行い、検討結果報告書

を確定いたしました。 

  以上がこれまでの教科用図書採択に係る経過でございます。 

  教育委員の皆様におかれましても、実際に教科書をご覧いただき、研究を進めていただ

いてきたことと存じます。 

  本日は採択検討委員会の検討結果につきまして、事務局である学校教育課及び教育セン

ターからご報告を申し上げます。本市の採択基本方針に則り、採択検討委員会の調査研究

の検討結果等を参考に、本市の学校、児童、地域等の特性を考慮し、令和６年度使用小学

校用教科書目録の中から、種目ごとに１種の教科用図書を採択いただきたいと存じます。

よろしくご決定くださいますようお願い申し上げます。 

  それでは、詳細について、教育センター所長から説明させていただきます。 

○奥津教育センター所長 それでは、採択検討委員会の検討結果をご報告いたします。 

  採択検討委員会では、各教科の種目ごとに相模原市の子どもたちの実態に照らし合わせ

て検討をいたしました。 
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  本日は、その結果、推薦された２者または３者の教科書の特徴につきまして、各教科、

種目別にご報告いたします。 

  それでは、国語の報告をさせていただきます。国語は３者から教科用図書が発行されて

おります。 

  全体的な特徴といたしましては、言葉に着目しながら、「話すこと・聞くこと」「書く

こと」「読むこと」の言語活動を通して、国語の資質・能力を育成できる構成や内容とな

っております。 

  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、「話す力、聞く力、書く力、読む力」をどの

ように身につけるのか、見通しを持って言語活動に取り組むことができる内容であるかと

いう点を重視して検討が行われました。 

  検討の結果、東京書籍の「新編 新しい国語」と光村図書出版の「国語」が推薦されま

した。 

  はじめに、東京書籍についてでございます。 

  最初に、観点１２について、１年生上、５８ページをご覧ください。「ねことねっこ」

では、言葉を適切に表現できるようにするために、支援教育の視点から、多層指導モデル

を活用しています。この多層指導モデルは、本市の小学校でも取り入れられており、習得

が難しい特殊音節を動作化・視覚化することによって習得できるように配慮されておりま

す。 

  次に、観点１４について、４年生下、３６、３７ページをご覧ください。「ごんぎつ

ね」という作品の始まりに、「見とおす」「とりくむ」「ふりかえる」という「学習の流

れ」が示されており、単元の始めに掲載することで、子どもが作品に触れる前にどのよう

に学習に取り組むのかを見通すことができる工夫がなされています。 

  次に、光村図書出版についてでございます。 

  最初に、観点１２について、６年、５４ページから６４ページをご覧ください。説明文

では、練習として短い説明文を読んでから、長い説明文を読む二段階構成で学ぶことによ

って、子どもたちが段階的に説明文の構成を捉えることができる内容になっております。 

  次に、観点１４について、４年生下、３２、３３ページをご覧ください。「ごんぎつ

ね」の単元の終わりの「見通しをもとう」では、「とらえよう」「ふかめよう」「まとめ

よう」「ひろげよう」と、学習過程に沿って各課題が整理されており、学習を見通すこと

ができる工夫がなされております。 
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  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎小泉教育長職務代理者 まず、本市小学校での国語の現状と課題について、教えてくださ

い。 

○鈴木（範）教育センター指導主事 本市の国語の現状としましては、「主体的・対話的で

深い学び」の視点に基づいた授業展開が行われております。一方で、全国学力・学習状況

調査では、「書くこと」が課題となっています。 

  児童が意欲的に取り組み、書くことにおける力をつけるためには、書くことの題材が子

どもにとって身近なものであることや、書くための手だての工夫が大切になります。ま

た、児童が見通しを持って取り組めるよう、身につける力を明確にしていくことが必要で

あると考えております。 

◎渡邉教育長 いかがでしょうか。 

◎平岩委員 今、書くことが課題ということで伺いましたけれども、書くためには、「読む

力」というのも大変に必要だと考えます。「読む」という視点で見たときに、印象に残り

ましたのが、東京書籍、４年上の９０から１００ページのところに、広告の読み比べ、そ

れから５年生では９２ページから１０２ページで新聞記事の読み比べというところがあり

ました。情報があふれる現代におきまして、情報を取捨選択する力をつけるという点で、

ここはよい教材だと感じております。 

◎岩田委員 同じ日の同じ出来事で新聞を比較しているという学びで、東京書籍だと５年生

の９８、９９ページはかなりインパクトがあって、分かりやすいなと思いました。 

  一方、光村図書出版の場合は、５年生の１０８、１０９ページに同じ新聞記事が比較さ

れていて、こちらは詳細に書かれていて、それぞれ違ったよさがあると評価いたしまし

た。 

  同じように、先ほどの報告にもあった、４年生の「ごんぎつね」、両者ともに掲載され

ていますけれども、これは、どちらかというと東京書籍の方が人の気持ちの変化を丁寧に

追っているのかなというような印象を受けています。 

◎白石委員 低学年の３年生ぐらいまでは、どちらも同じような印象を受けたのですけど

も、高学年の方になっていくと、光村図書出版は、いわゆる国語の本質的なところを捉え

ているような感じがしました。東京書籍の方は、国語から発展させた情報等の話が多く
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て、国語の教科書にこういった視点もあるなという新たな発見も感じました。 

  一方で、物語とか字が多くなると、苦手な子にとっては飽きてしまうことも考えられま

すし、そういう意味では、東京書籍の書かれ方は非常にいい感じを受けました。 

◎岩田委員 自分の領域の福祉の立場から見てみると、この光村図書出版の５年生の２５６

ページから２５９ページで点字と手話についてのページがまとまって、かなり丁寧に書か

れているということも評価いたしました。あと、東京書籍の３年下の６０ページ、６１ペ

ージと１６５ページ、１６６ページにも同じものがあり、点字などについて考えたことを

書いたり、読んだりする際に活用できるなということで、こちらも評価できると思いまし

た。 

  あと、光村図書出版の場合は、３年生から６年生で戦争と平和について考える教材を幅

広く取り上げている点がよいなと思いました。国語の教科ですけども、それを通して平和

の尊さを実感できたり、他者や社会に対する思いやりというものを育むことができるので

はないかなと思っています。 

◎平岩委員 読むというところにまたなってしまうのですが、物語を含めまして、読書に親

しむという意味では、私、両者ともにとてもいいところがあると感じています。その上

で、幅広い文学作品に触れられる点ということを考えますと、光村図書出版がよいと感じ

ております。 

◎白石委員 東京書籍の６年生の１７０ページから１７４ページにかけて、ＳＤＧｓについ

て触れられています。また、６年生の２１８ページから２３２ページまでに、宇宙教育に

ついても記載がありまして、ここについては相模原が力を入れている部分にも重なってい

てよいなと感じました。 

◎小泉教育長職務代理者 今、読むことについての様々な意見があったように思います。読

むことも大切ですが、先ほど担当から説明のあった、相模原市の課題となっている「書く

こと」に関する力につながっていくよう、この２者、東京書籍と光村図書出版ではどのよ

うな工夫がされているかということを教えていただけたらと思います。 

○鈴木（範）教育センター指導主事 「書くこと」については、２者とも学習の流れが丁寧

に示されております。 

  東京書籍では、３年上、１２、１３ページをご覧ください。「デジタルノートの作り

方」では、子どもの考えを整理できる図や表を取り上げています。４年生以降でも様々な

方法が取り上げられ、考えを整理することによって、自分の思いを文章に書けるような教
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材になっております。 

  一方、光村図書出版では、５年、１８７ページをご覧ください。意見文を書くときに、

説得力のある文章にするために、書くためのポイントや言葉の例が同じページに掲載され

ていることで、文章をどのように書き始めたらいいか分からない子どもの書く手助けとな

る内容になっております。 

◎小泉教育長職務代理者 ２者の工夫点が分かりました。書く題材は身近なものがよいと私

は思っています。 

  東京書籍の１年の下の４３ページの「いろいろな ふね」では、船の説明文を学んだ後

に、「のりものカードをつくろう」で、知りたい乗り物について調べて書くという内容に

なっています。 

  同じように、光村図書出版では、１年下の３０ページに「じどう車くらべ」の後に、

「じどう車ずかんをつくろう」というのがあり、子どもたちの生活の実態、身近にある自

動車を題材にしているということで、主体的に書けそうな気がいたします。 

  そう考えると、「ふね」を題材にした東京書籍よりも「車」を題材にしている光村図書

出版の方がより相模原市の子どもたちにとって身近に感じられ、低学年から「読むこと」

や「書くこと」の学習がスムーズに進められるのではないかと感じています。 

◎平岩委員 文章を書くときなのですが、どう書き始めたらいいか分からない子というのが

多いと思います。説明にありました「言葉の例」ですとか、生活の実態にあった身近な文

があれば、そこから書き始めることができる子どもが増えるのではないかと期待します。 

◎宇田川委員 私も同じように考えます。「書くこと」の課題というものを考えたときに、

身近な教材や言葉の例があるという点では、光村図書出版の方が相模原市の実態にあって

いるように思われました。 

  自分の考えなどを文章に書くためには、学習の見通しを持つことも大切になってくると

思います。２者では、学習の見通しを持つことの工夫はいかがでしょうか。 

○鈴木（範）教育センター指導主事 東京書籍の４年生下、５６ページから５８ページをご

覧ください。学習の流れや身につけたい資質・能力などが見開きでまとめられており、ど

のように学習に取り組むかを見通せる内容になっております。 

  一方、光村図書出版３年下、２８、２９ページをご覧ください。学習の流れや身につけ

たい資質・能力についてまとめられているだけでなく、単元の終わりに「問いをもとう」

という項目が設定されており、問いを提示することによって、子どもたちのこれまでの経
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験などから問いが生まれ、問いを解決しようと、更に深く読み進めるきっかけになってお

り、学習の目標へとつなげることができる内容になっております。 

◎宇田川委員 両者とも見通しが持てる工夫がされていてよいなと思います。光村図書出版

の方は、「問い」が書かれていることで、問いについて、その答えを読んで考えようとし

たり、自ら問いを見つけて解決したりすることができ、自分の意見を持つということにつ

ながるのではないかなと思います。学習の流れも、「ふりかえろう」というところでは、

「知る」「読む」「書く」「つなぐ」というキーワードでは、国語で身につける力に結び

ついていてよいなと思いました。 

◎平岩委員 見通しという言葉が出てきましたが、私も光村図書出版について発言いたしま

す。光村図書出版は、目次もそうなのですが、読む、話す、聞く、と何を学ぶかというの

が分かりやすくはっきりと示されています。相模原市として、基本的な国語力が大事にな

っている中で、この見通しが持てるというのは大変よいことだと感じます。 

◎渡邉教育長 ここまで各委員の皆様から、様々な視点でご意見をいただきました。どちら

もよい点、工夫されているいい点などを確認できましたが、「相模原市の課題となってい

る「書くこと」に関する力につながっていくよう工夫されている点」、「子どもたちが、

学習の見通しを持って主体的に学習に取り組むことができる点」などから、光村図書出版

が適しているというご意見が比較的多かったように思います。 

  今までの意見交換、あるいは協議の中で、更にご意見等がございましたらお願いいたし

ます。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 特によろしいですか。それでは、国語については光村図書出版の「国語」を

採択することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、国語については光村図書出版の「国語」を採択す

ることといたします。 

  続いて、書写に入ります。 

  事務局より説明をいたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、書写の報告をさせていただきます。書写は、３者から

教科用図書が発行されております。 

  全体的な特徴といたしましては、「書写における知識及び技能が身につく内容となって
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いるとともに、学んだことを学習活動や日常生活に生かすことができる教材の工夫」が見

られました。 

  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、「文字の組み立て方」、「文字の大きさ」、

「点画の書き方」などについて理解して書くことができるようにするとともに、目的や必

要に応じて書く力を身につけ、各教科等の学習活動や日常生活に生かすことができる内容

であるかという点を重視して検討が行われました。検討の結果、東京書籍の「新編 新し

い書写」と光村図書出版の「書写」が推薦されました。 

  はじめに、東京書籍についてでございます。 

  最初に、観点２について３年、１８ページをご覧ください。「文字といっしょに」で

は、筆やすずりなど用具の作られ方、また、３年の５７ページでは、筆職人のインタビュ

ーが掲載されており、伝統文化について考えられるよう工夫がされています。 

  続いて、観点１３について５年、２２、２３ページをご覧ください。それぞれの筆記具

の特徴を考えたり、使用する筆記具を検討したりする場面が設定されています。 

  次に、光村図書出版についてでございます。 

  最初に、観点１について３年、１６ページをご覧ください。単元ごとに「ねらい」「学

習の進め方」「たいせつ」としてポイントがまとめられており、どのように学習に取り組

むかなどを見通せる内容になっております。 

  続いて、観点１２について、６年、１６、１７ページをご覧ください。「伝えるって、

どういうこと？」では、委員会のポスターを題材に２つのポスターを比べて情報を分かり

やすく伝え、日常生活にも生かせる内容になっております。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎小泉教育長職務代理者 質問になりますけれども、相模原市の目指す書写の授業というと

ころを具体的に教えていただけたらと思います。 

○鈴木（範）教育センター指導主事 書写の授業では、毛筆、硬筆ともに「とめ、はね」な

ど、基本的な書写の知識を意識して書けるようにすることと、もう１つは、書写で身につ

けた知識・技能を他教科等や日常生活に生かせるような授業を目指しております。 

◎宇田川委員 光村図書出版なのですけれども、「見通しをもつ」や「ねらい」というキー

ワードの記載があるのは、授業を受ける子どもたちにとってはすごくよいなと感じまし
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た。 

  同じように東京書籍でも、５年生の２、３ページの「書写の学び方」のページで、「見

つけよう」「確かめよう」「生かそう」「ふり返ろう」というキーワードの記載があり、

流れが分かって取り組みやすいと思います。また、書写のポイントが「書写のかぎ」とし

て鍵のマークとともに書かれていることで、子どもたちが興味を持ちやすく、大事なとこ

ろも分かってよいと感じました。 

◎小泉教育長職務代理者 東京書籍の３年生以上にはインデックスのページがあり、見通し

を持った学びができる構成になっていて、何を学ぶかが分かりやすいなと感じました。 

  また、光村図書出版も１年生の最初にある「書写スタートブック」、また、３年生の最

初にある「毛筆スタートブック」など、それぞれの学習を始める際に学習に取り組みやす

い構成になっていていいなと感じています。 

  さらに、点画の書き方においても、光村図書の１年、１２ページから１４ページの「と

めとはらい」は、朱書きの字の横に「ぴたっ」「すうっ」などと大きく掲載され、１年生

が文字を学習するのに直感的に理解しやすい工夫がされているなと感じています。 

  一方、東京書籍の１年生の８、９ページには、「ぴたっ」等という擬態語は小さめに書

かれていますが、光村図書出版の方がインパクトがあって子どもたちに分かりやすいよう

な感じを受けました。 

◎白石委員 普通は書写というと、半紙に筆を使って書くというイメージがありますけど

も、いわゆる横書きに書いてみたり、ポスターを書いたり、手紙の書き方が載っていたり

するなど、２者ともすごくよい点があると感じました。 

  また、東京書籍の６年生の３８、３９ページ、光村図書出版も同じく６年生の２９ペー

ジから３１ページにかけて文字の歴史について掲載されています。いわゆる、技能だけで

なく、こういう文字の歴史という知識も得られるものだなという点ではすごく大事な視点

だなと感じました。 

◎渡邉教育長 文字の歴史などのお話もありましたが、ほかの委員、いかがですか。 

◎平岩委員 説明の中にもありましたけれど、東京書籍の筆職人のインタビューというの

は、作った人の思いが伝わってきて、とてもよいと感じました。同じようなことから言い

ますと、光村図書出版にも各学年の最終ページに、この本を作った人からのメッセージが

ありまして、これは大変に魅力的です。 

  それから、道具を大事にするといった基本的なことを子どもたちに知ってもらうことは
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大切だと思います。そんな中で、光村図書出版では、４年生の２３ページですけれど、筆

を洗うときにペットボトルを再利用するなど、現代の環境などに即した工夫もあって、こ

れはいいと思いました。 

◎岩田委員 私も、いわゆる書写以外のところの面白さでいうと、光村図書出版の６年生の

４４ページに「私の文字」というものがあって、例えば、水泳の池江璃花子さんをテレビ

で見ますけど、この人はこういう文字を書くのねというその人なりの味わいが分かって、

子どもたちも文字に興味が持てるのではないかなと思いました。やっぱり子どもたちには

日常の中から文字に興味を持って書写を学んでほしいと思っていますが、ほかにそのよう

な教材みたいなものはありますでしょうか。 

○鈴木（範）教育センター指導主事 東京書籍の５年、２４、２５ページをご覧ください。

「生活に広げよう」では、国語と連動させた言語活動を取り上げ、文字の大きさや割り付

け、行の中心を意識づけるだけでなく、日常生活に役立つ内容になっております。 

  一方、光村図書出版６年、２１ページから２８ページをご覧ください。「書写ブック」

では、１年から６年の書写で学習したことがまとめられており、学んだことを振り返るこ

とができ、日常生活でも生かせる教材になっております。 

◎岩田委員 私もこの光村図書出版の「書写ブック」は、１年生から６年生の書写で学んだ

ことがまとめられていて、これによって学んだことを振り返ることができるし、日常生活

でも生かせることができるので、よい教材だなと思って見させていただきました。 

◎宇田川委員 光村図書出版の４年の２１ページから２４ページの「ＳＤＧｓ ブック」の

ところなのですけれども、書写の授業でＳＤＧｓというものを扱うことによって、書写と

いうものを通して、生活と結びつけてＳＤＧｓについて考えることにつながると思いま

す。 

◎小泉教育長職務代理者 ２者とも工夫されていましたが、基本的な書写の知識を意識して

書けるようにする工夫があるということや、書写の知識を日常生活に生かせる教材も充実

しているということから、私は光村図書出版がよいように感じました。 

◎渡邉教育長 ここまで各委員の皆様から、様々な視点でご意見をいただきました。 

  どちらもよい点、工夫されている点が確認できましたが、「書写の技能を身につける上

で、分かりやすい紙面となっている点」、それから、「他教科等や日常生活に生かしやす

い点」などから、光村図書出版が適しているというご意見が比較的多かったと思います。 

  今までの意見交換、あるいは協議の中で、更にご意見等ございましたらお願いいたしま
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す。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいですか。それでは、書写については光村図書出版の「書写」を採択

することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、書写については光村図書出版の「書写」を採択す

ることといたします。 

  続いて、社会に入ります。ご準備をお願いいたします。 

  事務局より説明をいたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、社会の報告をさせていただきます。社会は、３者から

教科書が発行されております。 

  全体的な特徴といたしましては、「社会的事象の見方・考え方を働かせ、自ら課題を見

いだし、その課題を追求したり解決したりする活動を通して、公民としての資質・能力の

基礎を育成するもの」となっていました。 

  検討委員会では、社会に見られる課題を自分事として捉え、自ら把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を考えたり、それらを適切に表現したりする力を養うことができ

る内容であるかという点を重視して検討が行われました。検討の結果、教育出版の「小学

社会」と日本文教出版の「小学社会」が推薦されました。 

  はじめに、教育出版についてでございます。 

  最初に、観点１０について、６年、２０４ページ以降をご覧ください。近現代史を扱う

単元において、戦時中や終戦直後の資料がカラー化されています。特に６年、２１４ペー

ジの「疎開先での食事」と２２３ページ「学校給食が始まる」を比較しますと、戦時中と

戦後の子どもたちの様子を読み取ることができ、戦争が当時の人々に与えた影響について

自分事として捉えられるよう工夫されています。 

  次に、観点１１について、３年の４６、４７ページをご覧ください。「はたらく人とわ

たしたちのくらし」の単元の最初のページにおいて、次の単元である「地いきの安全を守

る」で扱う警察や消防に従事する人々の写真が掲載されており、次の単元の見通しを持ち

ながら学習を始めることができます。また、様々な職業があることに触れることができる

よう工夫されており、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる力を身につけること

ができます。 



－14－ 

  続いて、日本文教出版でございます。 

  最初に、観点５について、３年、２８ページをご覧ください。航空写真の「田や畑が多

いところのようす」と、土地利用図の「田や畑が多いところの地図」が隣り合わせで掲載

されており、航空写真と土地利用図を関連づけることで、様々な資料から調べまとめる技

能が身につけられるよう工夫されています。 

  次に、観点１３について、６年、１５ページをご覧ください。コラムにおいて、日本国

憲法には国民の義務が定められているだけではなく、国にも義務があることが示されてお

り、社会的事象について多角的に考える力の育成につながるよう工夫されています。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎小泉教育長職務代理者 質問になります。まず、本市における社会科の授業の様子である

とか現状等について教えていただけたらと思います。 

○新城教育センター指導主事 社会科においては、社会で見られる様々な事柄から、児童が

自らの気付きや疑問を基に課題を見いだし、その解決に向けて学習の問題を設定して、問

題を追及したり、解決したりする授業が行われております。 

  また、その充実を図るため、児童が社会で見られる事柄を自分事として捉え、主体的に

学習に取り組むために、興味や関心を持てる資料を基にして、自らの学習の問題を設定で

きるようにしています。 

◎小泉教育長職務代理者 社会科授業では、問題を追及したり、解決したりする授業展開を

進めているということを承知しました。そのような授業展開を進める上で、この２者には

それぞれどのような特徴があるか教えてください。 

○新城教育センター指導主事 教育出版を見ると、各ページの左端に、「つかむ」「調べ

る」「まとめる」という記載があります。そのページの内容が学習の問題をつかみ・設定

する場面なのか、また、解決に向かって・まとめる場面なのか等が示されております。 

  また、日本文教出版には、各ページの中央部に、キャラクターのつぶやきとして、気付

きや疑問の記載があります。それらの気付きや疑問によって、問題を追及し、解決してい

く過程が示されております。 

◎宇田川委員 教育出版については、児童が今日の授業は「調べる」授業なのか、それと

も、「まとめる」授業なのか、学習プロセスの中のどの位置にいるのかということが、単
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元全体を見通す中で、自覚しやすいように工夫されているなと思いました。 

◎白石委員 私は、日本文教出版の方は、各単元の冒頭にクエスチョンマークという形で問

いが示されていて、その末尾の方にエクスクラメーションマークが示されていて、視覚的

に児童の思考を促す工夫がされているなと感じました。 

  また、教育出版においては、見開きの２ページにおいて、その時間の問いと、次につな

げるためのコメントが掲載されていて、学習に見通しを持つことができるように感じまし

た。 

◎平岩委員 おっしゃるとおり、学んだことを次につなげて、学びを１時間の授業の中で終

わらせないという工夫がされていると思います。 

  そんな中で、教育出版なのですけれども、各ページの右の方に、次につなげようという

ことでしっかりと書かれているのですが、「つなげる」というキーワードの下、学習した

ことを次の学習だとか、それから、社会生活につなげていくことがしっかりと強調されて

いると思います。 

◎小泉教育長職務代理者 両者とも、３年生の冒頭部分において、「社会科の学習の進め

方」が掲載されており、学習過程の大切さが示されていると感じました。 

  日本文教出版の最初のページにおいては、「３年生の社会科がはじまります！」という

示し方がされており、社会科を初めて学ぶ３年生にとって、学習の見通しが持てるような

内容になっているのはとてもよいと感じました。 

  また、教育出版では、３年生の６ページに、「つかむ」「調べる」「まとめる」「つな

げる」といった学習の展開が明示され、教科書全体を通してその流れを意識した構成にな

っているなと感じました。 

  加えて、社会で見られる事柄を自分事として捉えるためには、「つかむ」や「調べる」

といった学習の段階において、児童が身近なところから学んでいくということがとても重

要だと考えています。 

◎白石委員 その点でいうと、教育出版４年生の５０ページ以降に、「水はどこから」とい

うところで、単元全体を通して相模原市のダムや浄水場を扱っています。 

  その他の例としましては、３年生では横浜市、４年生では藤沢市や箱根町など、神奈川

県の各地が扱われておりまして、児童が身近な地域を基に学習できるようになっていて、

とてもいいなと感じました。 

  また、日本文教出版では、ＳＤＧｓと関連させたページについて、３年生の１２６、
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１２７ページで相模原市の「パっ撮るん」、それから、５年生の１３４、１３５ページ

で横浜市の「フードバンクかながわ」について掲載されておりまして、身近な地域の取

組をＳＤＧｓにつなげることができるようになっていて、とてもよいなと感じていま

す。 

◎渡邉教育長 いろいろと載っておりますが、ほかに何かご意見ございますか。 

◎小泉教育長職務代理者 白石委員のご発言の関連になりますが、教育出版の「水はどこか

ら」の単元では、「潤水都市さがみはら」という相模原市の特色について、学習を通して

捉えることにもつながっているなと感じました。 

  ３、４年生の児童にとっては、相模原市であるとか横浜市、身近な自治体ですけれど

も、そういった身近なところの教材から社会科という教科をスタートさせるということ

が、社会のありようを自分事として捉えていくことになると思っております。 

◎白石委員 また、今の自分事として捉えるという点では、ちょっと面白いなと感じました

のが、日本文教出版の６年生の巻末に年表が載っておるのですけども、その中で「自分の

年表」を記入するという箇所があります。これはすごく自分も歴史の中で生きているとい

うことを自覚できて、歴史と自分をつなげることができて、考えることができるのではな

いかと感じました。 

◎岩田委員 歴史のことで言いますと、冒頭の説明にもありましたけども、私は教育出版の

６年生の近代を学ぶ単元において、やはり多くの写真がカラー化されていて、児童が特に

戦時中とか戦後すぐの日本の様子をイメージしやすく、自分に近づけて、自分のこととし

てこの戦争の問題を捉えていく、学習を進めていくことができるのではないかなと感じま

した。 

◎平岩委員 今のご発言に加えまして、教育出版なのですけれど、産業と戦争との関連です

とか、それから、領土に関する問題ですとか、報道などで発信されている内容がきちんと

示されているところによさを感じます。やはり子どもたちには正しく伝えていくことが大

切だと思います。 

◎宇田川委員 教育出版なのですけれども、身近なところから学習が進められるようにとこ

ろどころ工夫がされているなということを思っていて、特に様々な場面のところで「私」

ということを主語にした記述がすごく見られるので、児童視点に立って発信している内容

が多いと感じております。 

◎小泉教育長職務代理者 感想になってしまうのですけれども、この教科書において自分事
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として捉えることの大切さを、この教科書を見させていただいて、また、この論議を通し

てよく分かったなと感じております。 

◎渡邉教育長 自分事として捉えるということをご意見いただきましたけれど、そのほかお

気付きの点等ございますか。 

◎岩田委員 少し視点を変えて、ジェンダーの視点から見てみると、日本で最初の女子留学

生である津田梅子であるとか、女性の地位向上を目指す運動を始めた平塚らいてう、ま

た、明治の初期の就学児童の割合を男女別で示したグラフなど、これ両者とも掲載されて

いて、評価できるなと思いました。 

  特に教育出版の方では、６年生の１８９ページで楠瀬喜多を、これも題材にして、「自

由民権運動と女性」を掲載して、これも評価できるなと読ませていただきました。 

◎渡邉教育長 ここまで各委員から、様々な視点でご意見をいただきましたが、どちらもよ

い点、工夫されている点を確認することができました。「学習の問題を自ら見いだし、主

体的に問題を追及したり、解決したりする学習の充実を図ることができる点」、それか

ら、「身近な教材を基に、社会のありようを自分事として捉えながら学習を進めることが

できる点」などから、教育出版が適しているというご意見が比較的多かったと思います。 

  今までの意見交換、あるいは協議の中で、更にご意見等ございましたらお願いいたしま

す。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいでしょうか。それでは、社会については教育出版の「小学社会」を

採択することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、社会については教育出版の「小学社会」を採択す

ることといたします。 

  続いて、地図に入ります。ご準備お願いいたします。 

  では、事務局より説明をいたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、地図の報告をさせていただきます。地図は、２者から

教科書が発行されております。 

  全体的な特徴といたしましては、地理的事象に関心を持ち、地理的情報を適切に読み取

ることができる様々な資料を通して、社会的事象について調べまとめる技能を育成するも

のとなっていました。 
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  検討委員会では、どのような地理的事象が見られるのか、地理的事象がなぜその地域に

見られるのかなどについて、地図から地理的情報を読み取ったり、地理的事象を追求し、

捉えたりする技能を身につけられる工夫がなされているかという点を重視して検討が行わ

れました。 

  それでは、観点別に、２者の教科書について検討結果の報告をいたします。 

  はじめに、東京書籍についてでございます。 

  最初に、観点７について、５５、５６ページをご覧ください。北極を中心としてユーラ

シア大陸全体の様子を捉えることができる地図が掲載されており、北半球における位置関

係等を正確に捉えることができます。日本中心の地図に慣れている児童にとって、世界の

様々な地域について多角的に調べることができるよう工夫されています。 

  次に、観点１３について、７３、７４ページをご覧ください。日本の工業の分布と交通

網が一度に分かる地図と、自動車工場や製鉄所などの分布が分かる地図があり、日本の工

業に関する特徴を読み取ることができるよう工夫されています。地図から地理的事象を追

求したり捉えたりする技能を身につけられる内容になっています。 

  続いて、帝国書院についてでございます。 

  最初に、観点１０について、５７、５８ページをご覧ください。標高ごとに、色のつけ

方と山地の模様のイラストによって土地の凹凸が読み取りやすく示されています。飛騨山

脈、木曽山脈、赤石山脈が日本アルプスと称される理由について視覚的に捉えることがで

きます。 

  次に、観点１２について、５１、５２ページ、そして６７、６８ページをご覧いただけ

ればと思います。東京と大阪の同縮尺の地図が掲載されております。同縮尺の地図を比較

することで、面積の広さや距離、都市機能が集中していること等を正確に捉えることがで

きるよう工夫されています。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等がございましたらお願いいた

します。 

◎小泉教育長職務代理者 質問になりますけれども、社会科の授業において、地図帳をどの

ように活用しているかということについてご説明いただけますか。 

○新城教育センター指導主事 調べたい対象となる地域の位置や、その広がり、また面積や

地形などの自然環境、土地利用など、学習に必要な地理的情報を読み取る際に活用する場



－19－ 

面が多くあります。そのほか、歴史的分野の学習においては、歴史的な建物のある場所や

歴史的な出来事が起きた場所などを調べたりする際に使っております。 

◎小泉教育長職務代理者 地図を使った授業ということでイメージが湧きました。 

  今回の検討の中で、両者の地図に何か特徴的な部分というのはあるのでしょうか。 

○新城教育センター指導主事 東京書籍においては、地図とともに写真やイラスト、統計資

料等、様々な補助資料の掲載がありました。 

  帝国書院においては、土地の高低や土地利用について、視覚的に読み取りやすいような

表現方法に特徴がございました。 

◎渡邉教育長 それぞれ特徴がございましたが、何かご意見等はございますでしょうか。 

◎平岩委員 今、いろいろな統計ですとか補助資料等のお話がありましたが、東京書籍は、

例えば７７から８０ページに歴史に関わる内容が掲載されています。世界の出来事が日本

にどのような影響を与えたのか、この地図を通して学ぶことができるよう工夫されている

と感じます。 

◎岩田委員 今、お話に出た歴史の学習とつなげるという点でいうと、帝国書院の６７から

７０ページにおいて、現在の東京と江戸時代の江戸の様子を地図で比較できるような工夫

が見られます。さらに、補助の資料として、江戸時代の生活に関する資料も掲載されてい

て、当時の江戸時代の生活の様子というのをイメージしながら、現在とのつながりも学ぶ

ことができると感じました。 

◎小泉教育長職務代理者 私も同様な意見なのですけれども、時代の移り変わりを地図から

読み取ることができるということは、歴史の変遷を捉える意味でも、児童にとってはとて

もよいことだと感じました。 

◎平岩委員 それで、地図そのものということでちょっとお話をすると、帝国書院において

は、例えば３３、３４ページですが、沖縄県全域を鹿児島県とともに「広く見わたす地

図」として大きく掲載されています。それから、２３から２６ページでも、「広くみわた

す地図」として西日本や東日本の地図などが掲載されていますが、これが大変分かりやす

いと感じます。地図を見る上で、全体のどの位置にあるかなどを意識するということはと

ても大切な視点だと思います。 

◎岩田委員 今の平岩委員の意見にも関連して、これは東京書籍も帝国書院も、両者に言え

ることであり、両者に伝えたいことでもあるのですけれども、両者ともに、特に世界地図

のときに扱う地図が日本を真ん中に置いた、中心にした地図ばかりであるということが残
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念だったなと思います。海外で世界地図を見るときは、日本は端に小さく描かれている場

合が多くて、海外の人が世界地図で日本を見ると、どのように日本が位置付けられている

のかというのが分かるような地図についても、もっと掲載してほしかったなと思いまし

た。 

◎白石委員 私は、まず東京書籍につきまして、すごく各種資料が充実しているなという印

象を持ちました。例えば６８ページ、日本と世界の山、川、湖が掲載されていまして、い

わゆる地理的な、高さだとか長さだとか広さというものをすごく比較しやすい資料が掲載

されていて、いいなと感じました。 

  また、一方で、帝国書院につきましては、地図としてすごく洗練されているなという印

象を持ちました。山がちな地形に関する表現では、配色だけでなく、いわゆる陰影があっ

て、視覚的にすごく捉えやすいなと感じました。地図から読み取るという技能を児童が身

につけるということにつながって、すごくいいなと感じました。 

◎小泉教育長職務代理者 帝国書院の地図のお話を白石委員がされましたけれども、私も同

感です。特に地形の起伏などを説明せずとも読み取ることができるような表現になってい

ると感じております。 

◎宇田川委員 私も同じ意見です。帝国書院は、立体的に表現されていて、すごく視覚的に

分かりやすいなと思いました。例えば７から８ページを見ると、斜め上から見た地図と真

上から見た地図について、すごく非常に視覚的に捉えやすく、比較しやすいように工夫さ

れているなと感じています。ここは地図を使う最初の部分に当たると思いますが、こうい

った視覚的な捉えやすさによって、児童がその地図の世界に入り込んでいけるというとこ

ろでは、すごく有効性があるというか、意味があるのではないかなと思いました。 

◎渡邉教育長 ここまで、各委員の皆様から様々な視点でご意見をいただきました。どちら

も、よい点、工夫されている点が確認できましたが、「地図から様々な情報を読み取る技

能を身につけられるようにするために、地図自体が児童にとって視覚的に捉えやすい表現

となっている点」等から、帝国書院が適しているというようなご意見が比較的多かったと

思います。地図を読み取るという本来の目的を果たしているというような、そういうご意

見だったと思います。今までの意見交換、協議の中で、そのほかに、更にご意見等がござ

いましたらお願いいたします。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいでしょうか。それでは、地図については、帝国書院の「楽しく学ぶ
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小学生の地図帳 ３・４・５・６年」を採択することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議がございませんので、地図については、帝国書院の「楽しく学ぶ小学

生の地図帳 ３・４・５・６年」を採択することといたします。 

  続いて、算数に入ります。 

  事務局より説明いたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、算数の報告をさせていただきます。 

  算数は、６者から教科用図書が発行されております。全体的な特徴といたしましては、

各者とも学習指導要領解説に示されている「算数・数学の問題発見・解決の過程」を想定

した授業づくりがなされるよう、日常や社会の事象から問題を発見し、対話的・協働的な

活動を通して解決していく過程が具体的に示されているものが多く見られました。 

  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、「「児童が自ら問題を見つけ、問題の解決方

法を見いだし、解決する」という一連の数学的活動が具体的に想定しやすい構成となって

いるか」という点を重視して検討が行われました。検討の結果、東京書籍の「新しい算

数」と大日本図書の「楽しい算数」が推薦されました。 

  それでは、観点別に、この２者の教科書について、検討結果の報告をいたします。 

  はじめに、東京書籍についてでございます。 

  最初に、観点１２について、５年生下、２７ページから４１ページに示されている単元

の構成をご覧いただければと思います。この単元は、人口密度など、単位量当たりの大き

さについて学ぶ単元となっております。 

  この単元の中の３２ページをご覧ください。速さの内容が位置付けられております。速

さと単位量当たりの大きさを割合という共通の見方でつなぎ、関連づけて理解できるよう

工夫されています。さらに、３２ページの下段には、速さについて説明する活動が想定さ

れております。この活動を通して速さを概念的に理解できるよう工夫がされています。 

  次に、観点１３について、３年生上、７３ページ、そして４年生の上、２９ページ、こ

ちらを併せてご覧いただければと思います。学校で起こるけがについて、データに基づい

て考察をする学習活動を３年生と４年生に設定しています。具体的には、３年生では、デ

ータを棒グラフに整理し、けがの原因としてどのようなものが多かったのかを考察する活

動を、４年生では、けがの原因とけがをした場所を二次元の表に整理し、考察する活動を

設定しています。 



－22－ 

  このように、同じ素材を使いつつ、目的や学習内容に合わせてデータの整理の仕方を考

え、考察することで、問題を発見・解決する力を身につけることができるように工夫され

ております。 

  続いて、大日本図書でございます。 

  まず、観点１３について、６年生の１０ページから１５ページをご覧ください。「算数

の大切な考え方」コーナーの中に、ひらめきアイテムがあります。問題発見・解決の過程

において働かせる数学的な見方・考え方を具体的に示すことで、子どもが数学的な見方・

考え方を自覚できるよう工夫されています。 

  次に、観点１４について、１年生の２、１０７ページをご覧ください。「おうちでさん

すう」では、家庭で行える学習活動の例が挙げられており、日常生活にある算数に触れ、

家庭学習において主体的に学ぶことのできる内容となっています。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等がございましたらお願いいた

します。 

◎小泉教育長職務代理者 算数で、特に相模原市でどのような授業を目指しているかという

ことを教えていただきたいと思います。 

○冨田教育センター指導主事 算数科の授業では、問題発見・解決の過程に沿った授業展開

を意識して指導していくことを大切にしております。具体的には、子どもが日常や社会の

事象の中から自身の力で問題を見いだして解決すること、解決した結果や過程を振り返っ

て、次の問いにつなげることのできる学習を大切にしています。このような過程を繰り返

し経験する中で、知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を育むことのできる指導をす

る必要があると考えております。 

◎岩田委員 今、相模原市では、基礎的・基本的な内容の定着というものが課題となってい

ると思います。どちらの会社の教科書も復習問題や巻末の補充問題で問題数が確保されて

いて、これによって、早く解き終わった子どもであるとか、算数を苦手としている子ども

も、基礎的な内容であるとか基本的な内容を定着させることはできるのではないかなとい

うので評価しました。 

◎小泉教育長職務代理者 東京書籍の１年生の①の教科書は、数字を書く場面や数を分ける

場面で取り組む量も充実しているため、いわゆるスモールステップで進めることができ、

基礎的・基本的な内容を定着させることのできるつくりになっているなと感じました。 
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◎平岩委員 そういったことでいいますと、大日本図書の方も、１年生の教科書が大きく作

られていますし、取り組める問題も十分にありますので、低学年からしっかり取り組める

内容になっていると思います。 

◎宇田川委員 技能の定着についてはどちらの教科書も充実していると言えると思います。

知識の定着については、先ほどご説明にあった単位量当たりの大きさと速さを同一単元で

扱うなど、つまずきやすい内容を関連づけて学習することは、基礎的な知識を理解するこ

とにもつながると思います。 

◎小泉教育長職務代理者 同じ項目の大日本図書の「速さ」は、別の単元として扱っている

ということですよね。確かに東京書籍のように、つまずきやすい内容を関連づけて考えら

れることは、基礎的・基本的な内容の定着には大切なことだなと感じております。 

◎白石委員 算数は、特につまずく子が多くいる中で、支援教育の視点も大切だなと思って

います。具体例ではないですけど、東京書籍の３年生の上の３３ページに、ゼリーの写真

があります。同じく大日本図書の３年生、８９ページに、あめの図の示し方が図で示して

あります。子どもによっては、写真ですと、数をまず数えてしまったりして、集中力が飛

んでしまうのかなということが気になります。そういう意味では、大日本図書の方は、た

くさんあるものの示し方がきちんと工夫されているように感じました。本当に２０個ある

のか分からない示し方になってしまっていると、そういうところが気になってしまう子も

出てきてしまうので、そういう点も必要かなと感じました。 

◎宇田川委員 今の白石委員の意見の中にあった、こういったところが気になる子どもがい

るという、そういった視点ってすごく大切だなと思いました。だからこそ、やはり実際に

学校で授業を進めていく際に、そこは気にしなくていいのだから、早く問題に取りかかり

ましょうというような切り方をせずに、先生方にも一緒に、そこに注目したのだねという

ようなところを一回こう受け取ってもらえると、そういう子どもの感じ方というような視

点も大切にしながら授業を進めていただけると、児童自身も集中して授業に取り組めるの

ではないかなと思います。 

◎平岩委員 今、伺っていて、子どもの感じ方という視点で見ますと、東京書籍は、全体的

な字の大きさですとか、それから余白がありまして、見やすく作られています。これも大

事な視点ではないかなと感じました。 

◎岩田委員 私は見やすさという点では、東京書籍も大日本図書も、どちらも見やすいよう

な工夫はされているなという形で評価をしました。 
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◎白石委員 キャリア教育の視点で申しますと、大日本図書の方には「算数お仕事インタビ

ュー」というコーナー、また、東京書籍では「私と算数」というページが設定されていま

して、どちらも、いわゆる算数が将来の役に立つのだということを実感できるような内容

が工夫されているなと感じました。 

◎平岩委員 今の白石委員の意見に追加するような形になりますが、東京書籍は、３年生か

ら６年生までの教科書で、表紙に算数をテーマにした様々な作品がありまして、裏にはそ

の作品の作者の言葉が紹介されています。いつも見えるところに掲載されているというと

ころが、相模原市で推進するキャリア教育の視点から、これは有効だと感じます。 

◎宇田川委員 先ほどの説明の中で、子ども自身、児童自身の力で問題を見いだし、解決す

る、解決したことを次につなげることのできる学習を大切にするというような説明がござ

いましたけれども、両者に特徴的なところというのはありますでしょうか。 

○冨田教育センター指導主事 東京書籍についてですが、５年下の５５ページをご覧くださ

い。平行四辺形の面積を考え、その考え方を利用して三角形、台形の面積を考える学習に

おいて、三角形から台形の面積に移行する場面となります。「それなら次は」では、解決

の過程を振り返ることで、台形の面積について考える見通しを子どもが自分で考えられる

つくりとなっております。この活動を通して、学習したことを基にして新たな問題を発

見・解決していく力を身につけやすい構成となっております。このようなつくりが随所に

見られることが特徴と言えます。 

  続いて、大日本図書についてになりますが、先ほどと重なりますが、最初に「算数の大

切な考え方」のコーナーで「ひらめきアイテム」を示すことで、問題発見・解決の過程に

おいて働かせる数学的な見方・考え方を意識しやすくなり、子どもが問題の発見・解決に

向かいやすくなる工夫が見られました。これが、２年生から６年生までで示されているこ

とが特徴と言えます。 

◎渡邉教育長 特徴を説明いただきましたが、いかがですか。 

◎白石委員 今のお話の中にもありましたけれども、大日本図書のひらめきアイテムのよう

に、いわゆる考え方が具体的に示してありますと、問題を解決するためのヒントになるよ

うに感じました。 

◎岩田委員 今の説明で、東京書籍の「それなら次は」というのが随所に見られるという話

がありましたけど、この５年生下のほかに、どの学年の箇所で見られるか、ちょっと教え

ていただけますでしょうか。 
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◎渡邉教育長 分かりますか。 

○冨田教育センター指導主事 例えば３年上の５０ページにございます。 

◎渡邉教育長 ほかの学年もありますか。 

○冨田教育センター指導主事 はい。ほかにも、４年下の８１ページや、６年の１５ページ

にも掲載がございます。 

◎岩田委員 各学年で「それなら次は」というのが設定されているということで、これを丁

寧に読んでいくと、やはり子どもたちも自分で見通しを持って学習することができて、

「それなら次は」とあるように、次の学習につなげやすいのかなと感じました。ありがと

うございました。 

◎宇田川委員 今上がった大日本図書の「ひらめきアイテム」というのも、すごくいいなと

思うのですけれども、自分の力でということをちょっと考えた場合に、東京書籍の３年生

の下の３０ページの「重さについて考えてみると？」というようなアプローチの仕方がす

ごく面白いなと思います。具体的には、ドッジボールとソフトボールというように明らか

に大きさが違う２つのものであったりとか、作る前の紙粘土と、その後の紙粘土の全てを

使った作品などの重さの比べ方について考える場面が設定されており、題材に対してまず

興味を持って、重さだったり、重さという量に対して実感というものを伴って思考すると

いうようなつくりになっているところが、そういった点がいいなと思いました。 

  また、算数は、好き嫌いというものが分かれ始めるのが３年生ぐらいなのではないかな

ということを感じており、こういう導入の仕方だと、何か子どもも自分事として、ちょっ

とやってみようというような気持ちに、意欲というようなものに何かつながっていくので

はないかなというような気がしております。 

◎小泉教育長職務代理者 与えられたことを一生懸命頑張るということではなく、自分の力

で問題を見つけて進めていく力、これは変化の激しいこれからの時代を生き抜く子どもた

ちにとって大切な力でもあり、また、子どもにぜひ身につけてほしい力だと思っていま

す。 

  その中で、東京書籍は、今、宇田川委員がおっしゃっていたように、観察や操作、また

実験を通して子どもが問題を見いだしたり、解決したことを振り返って次の問題につなげ

たりすることがしやすい構成になっているなと感じています。これは、子ども自身がＰＤ

ＣＡサイクルを自分の力で実践していく、プラン・ドゥー・チェック・アクションという

形を子ども自身がやっていくということにもつながるなと感じています。 
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◎渡邉教育長 ありがとうございました。 

  ここまで、各委員の皆様から様々な視点でご意見をいただきました。どちらもよい点、

工夫されている点が確認できましたが、後半、「子どもが自分の力で問題発見・解決のサ

イクルを回せる点」、また、「その過程の中で資質・能力を身につけることができるとい

う点」などから、東京書籍が適しているというご意見が多くあったように思います。 

  今までのご意見、あるいは協議の中で、更にご意見等がございましたらお願いします。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいでしょうか。それでは、算数については、東京書籍の「新しい算

数」を採択することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議がございませんので、算数科については、東京書籍の「新しい算数」

を採択することといたします。 

  ここで休憩いたします。午前１１時１０分に再開いたします。 

（休憩・１１：０４～１１：１０） 

◎渡邉教育長 休憩前に引き続き、会議を続けます。 

  理科に入ります。 

  事務局より説明をいたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、理科の報告をさせていただきます。 

  理科は、６者から教科用図書が発行されております。全体的な特徴といたしましては、

学習指導要領解説に示されている問題解決の過程を充実させた内容となっております。具

体的には、自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを持って観察・実験を行

うことなどを通して自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するといった内容で

す。また、日常生活や社会との関連についても重点が置かれたものとなっていました。 

  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、「問題解決の過程の充実」という点を重視し

て検討が行われました。検討の結果、東京書籍の「新しい理科」、学校図書の「みんなと

学ぶ 小学校 理科」及び新興出版社啓林館の「わくわく 理科」の３者が推薦されまし

た。 

  はじめに、東京書籍についてでございます。 

  最初に、観点１２について、６年生、５７ページをご覧ください。単元末の「ふりかえ

ろう」では、児童がノートを書く際に参考となるモデルが示されており、知識が定着する
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よう工夫されています。 

  次に、観点１４について、３年生の８２、８３ページをご覧ください。単元の導入に、

問題をつかむための活動「レッツトライ！」が設けられており、その活動を基に、児童が

主体的に問題解決に取り組めるよう工夫されています。学習指導要領の目標にある「自然

に親しみ」の部分を大切にし、児童が主体的に問題解決を進めることができるように工夫

されています。 

  続いて、学校図書でございます。 

  最初に、観点１について、５年生の４、５ページをご覧ください。児童が資質・能力を

身につけられるようにするために、学習過程で理科の見方・考え方を働かせながら問題解

決を進められるように工夫されています。問題解決を通して身につけさせたい力をキャラ

クターを介して意識できるようにすることで、児童は見通しを持って学習に取り組むこと

ができます。 

  次に、観点１２について、５年生、１３ページをご覧ください。実験における条件制御

について、図を用いて説明することで論理的思考を促し、自然の事物・現象についての規

則性を理解できるように工夫がされています。 

  続いて、新興出版社啓林館でございます。 

  最初に、観点３について、６年生の１７０、１７１ページをご覧ください。てこの学習

で身につけた力を多様な領域と結びつけて考えられるように、多くの分野での活用例が示

されています。災害時、介護の場面など、多様な場面でてこが活用されている例が示され

ており、学ぶことと実生活や実社会とのつながりを児童がより意識できるものと考えられ

ます。このことは、学んだことを生かして生活をより豊かなものにしていく工夫につなが

り、相模原市の教育が目指す人間像「共に認め合い 現在と未来を創る人」のうち、特に

未来を創造する力の育成に寄与するものと考えられます。 

  次に、観点１３について、５年生の１６８ページをご覧ください。子どもたちが意識的

に理科の見方・考え方を働かせられるように、ポイントとなる言葉が緑色のマーカーで示

されています。会話調になっていることや吹き出しの中で示すことで、理科の見方・考え

方を働かせることが理科の学習の一部であることが分かるように工夫がなされています。

児童が理科の見方・考え方を働かせることを自覚しながら問題解決を進めることは、思考

を深めることにつながるものと考えられます。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 
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◎渡邉教育長 説明が終わりました。様々な観点から質問、ご意見等をお願いいたします。 

◎小泉教育長職務代理者 まず、相模原市における理科の現状と授業で大切にしていること

についてお聞かせください。 

○坂下教育センター指導主事 まず、本市の現状については、全国学力・学習状況調査の結

果から分かることとしまして、「学習内容は分かっている」と回答した児童は９割程度い

ますが、「学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えている」と回答した児童

は７割程度にとどまっております。 

  このことも踏まえ、理科の授業では、問題解決の過程で児童が見いだした問題を自分事

として捉えることや習得した知識を日常生活とつなげて捉え直すことに課題があると考え

ております。 

  授業で大切にしていることは、「問題解決の活動の充実」と「日常生活や社会との関連

を重視する」ことです。授業を通して、児童が主体的に問題解決に取り組み、理科を学ぶ

ことの意義や有用性を実感できるようにすることを目指しています。 

◎宇田川委員 今、学ぶことの意義や有用性という話が出ましたけれども、理科とほかの教

科や生活とつなぐという観点では、３者に工夫はありましたでしょうか。 

○坂下教育センター指導主事 東京書籍と啓林館では、単元の始めにある「思い出そう」で

既習や生活経験、それから暮らしに関わる事項の確認をし、スタートラインをそろえた上

で学習を始められるように構成されています。 

  学校図書では、特に３年生では単元の始めに活動の場面の写真を用い、日常や生活科の

学習内容とつなげることができるような構成となっています。 

◎宇田川委員 日常生活につなげることの工夫ということが分かりました。 

  特に啓林館なのですけれども、単元の始めに「思い出そう」というのがあって、最終的

に「活用しよう」という部分で生活と関連させながら理科の学習というものを身の回りの

事象とつなげていけるという点がよいなというように評価しました。 

◎岩田委員 日常生活と密接に関わるというところで、私は「生命の誕生」の単元について

５年生の３者を比較してみると、いずれも工夫はしているのですけど、より東京書籍と学

校図書が詳細で分かりやすいと感じました。３者とも子宮内における胎児の育ちが、段階

を追って学ぶということができるようになっていますけれども、特に東京書籍は５年生の

１２３ページに産婦人科のお医者さんへのインタビュー記事もあって、社会的な広がりを

持って学べるのかなと評価いたしました。 
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◎平岩委員 私も日常生活ですとか社会とのつながりは大事だと思います。啓林館なのです

けれど、学習したことが、最後の「活用しよう」というところにつながっていると思いま

す。「ふり返ろう」「たしかめよう」「活用しよう」という構成になっていますが、この

点は日常生活や社会との関連という点からも大切だと思います。 

  理科は、日常生活の何に役立つのかとよく言われることがあるのですが、活用できると

実感することが大切な点なのだと思います。先ほど説明の中で、てこのところを取り上げ

ていましたけれど、啓林館のてこの、「暮らしの中で」ということで介護なんかが載って

いますけど、これは本当にすばらしいと感じました。 

  また、理科の学習においては、ノートにまとめる力というのも大切だと思います。この

点でいうと、啓林館と東京書籍では、子どもたちが学習内容をノートに整理する際の参考

となるモデルが掲載されていて、いいと思いました。 

◎白石委員 私も、観察、実験の場面では、ノートにまとめるという技能は大切だと思いま

す。また、一方で、ノートへまとめる技能と同様に、理科は器具とか機器を操作する技能

も大切だと思います。その点で、東京書籍は巻末に器具の使い方がまとめて載っていて、

すごく便利だなと感じました。また、啓林館は問題解決の過程に沿って器具や機器の使い

方が紹介されていまして、一度学習したものについては該当ページが記されていて、よい

と感じました。 

◎小泉教育長職務代理者 若干視点は変わるのですが、理科という教科は、身近な自然を感

じて、見通しを持って観察・実験などを行い、問題を解決していくことが重要であると思

っています。問題解決の充実という点では、この３者の教科書にはどのような特徴がある

か教えてください。 

○坂下教育センター指導主事 まず、「問題の見いだし」の場面について、東京書籍の３年

生、６８、６９ページ、そして啓林館の３年生の６７ページをご覧ください。先ほどの説

明とも重複しますが、両者とも「思い出そう」で既習や生活経験、暮らしに関わる事項の

確認をし、スタートラインをそろえた上で学習を始める構成となっています。そして、

「問題をつかもう」での話合いの活動から、児童が問題を見いだせるように構成されてい

ます。 

  次に、学校図書の３年生の７１ページをご覧ください。「問題を見つけよう」での話合

いから児童が問題を見いだす構成となっています。 

◎宇田川委員 私は、啓林館は、生活科の学習とのつながりをすごく考慮されていて、体験
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的な活動を大切にしているなと思いました。３年生の巻末には「たんけんシート」という

ものがあり、児童の直接体験というものを重視して、資料と実物、実際というものを比較

しながら観察ができるように工夫されている点がよいなと思います。 

◎岩田委員 私も、啓林館は子どもたちの直接体験の機会というものを大切にしていて、問

題解決のプロセスの充実を図っているという点がよいなと思いました。 

  ほかに、子どもたちが主体的に問題解決に取り組めるような工夫みたいなものはありま

すでしょうか。 

◎渡邉教育長 いかがですかね。 

○坂下教育センター指導主事 まず、東京書籍の５年生、１２８ページ、そして啓林館の５

年生、１６８ページをご覧ください。東京書籍と啓林館では、児童が意識的に理科の見

方・考え方を働かせられるよう、キャラクターのせりふや吹き出しなどで理科の見方・考

え方を働かせた思考や表現の例が示されています。 

  次に、学校図書の４年生、３１ページをご覧ください。学校図書では、問題解決の過程

が１サイクル終わるごとに、学びを生かしたり説明したりする場面があります。 

◎岩田委員 こう見てみると、東京書籍とか啓林館のように考察の視点を明確にするという

のは、やはり子どもたちが考えることを促すという意味で大切だなと思いました。 

◎白石委員 東京書籍と啓林館は、単元の始めと終わりに同じ問いが設定されています。両

者とも、単元の始めに「学ぶ前に」、そして「はじめに考えよう」という問いが設定され

ていまして、単元末には「学んだあとに」、また「もう一度考えよう」という問いが設定

されており、単元の始めと同じ問いについて考えられるというように構成されていて、よ

いと感じました。 

◎宇田川委員 東京書籍の方なのですけれども、学習の前後で知っていることについて聞く

というような問いになっております。その一方で、啓林館の方は、学習内容を生活の具体

的な場面と結びつけて考える問いが設定されている点がよいなと思います。 

◎平岩委員 私は啓林館について申し上げたいのですが、啓林館は、理科の学びと生活をち

ゃんと結びつけていると思います。教科書の進み方が気持ちに添っている感じがします

し、理科を学ぶ意義ですとか、何に役立つのかという有用性を実感できるようになってい

て、そうすることで問題解決の充実を図っている点が、これは非常にいいと思います。 

◎小泉教育長職務代理者 同じく啓林館になりますけれども、児童が理科の見方・考え方を

より意識して働かせられるように工夫し、問題解決の過程の充実を図っているなと感じま
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した。また、活用という視点で問いが設定されていますので、日常生活と理科とのつなが

りを重視しているということも評価できるなと感じました。 

◎渡邉教育長 ありがとうございました。 

  様々なご意見が出ました。それぞれの視点でご意見をいただきましたが、「問題解決の

過程の充実、理科を学ぶことの意義や有用性を実感できるようにするための構成が充実し

ている点」などから、新興出版社啓林館が適しているというご意見が比較的多くございま

した。今までの意見交換、協議の中でご意見が更にございましたらお願いいたします。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいですか。それでは、理科については、新興出版社啓林館の「わくわ

く 理科」を採択することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議がございませんので、理科については、新興出版社啓林館の「わくわ

く 理科」を採択することといたします。 

  続いて、生活に入ります。ご準備をお願いいたします。 

  事務局より説明いたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、生活の報告をさせていただきます。 

  生活は、７者から教科書が発行されております。全体的な特徴といたしましては、幼児

期の教育との接続、中学年以降の各教科等への接続が意識され、合科的・関連的な学習活

動の例や教科等横断的な学習活動の例が充実し、生活上必要な習慣や技能の習得のための

工夫がなされていました。また、具体的な活動や体験と、思考や表現が繰り返し行われ、

気付きの質を高める工夫がなされていました。 

  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、「生活の目標及び内容に照らして、具体的な

体験や活動と「思考」や「表現」が一体的に繰り返し行われ、気付きの質を高めることが

できる構成であるか、学習活動や学習材が過不足なく適切に配置されているか等、教科の

目標を達成し得る内容・構成であるか」という点を重視して検討が行われました。検討の

結果、東京書籍の「新編 あたらしい せいかつ」と新興出版社啓林館の「わくわく せ

いかつ（上）、いきいき せいかつ（下）」が推薦されました。 

  はじめに、東京書籍でございます。 

  最初に、観点１について、下巻の１２、１３ページをご覧ください。ページの下段に児

童の思考の流れが挿絵や吹き出しで具体的に描かれており、学びがイメージしやすく、主
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体的・対話的で深い学びを通して気付きの質を高めていくことができる工夫がなされてい

ました。 

  次に、観点１３について、同じく下巻の８６ページをご覧ください。児童が活動や体験

を通して気付いたことや楽しかったことなどについて、多様な方法により表現し、考えら

れるようになっており、表現活動への興味・関心を高めるとともに、気付きを確かなもの

とすることができる工夫がなされています。 

  続いて、新興出版社啓林館でございますが、観点４について、上巻の４ページから１２

ページをご覧ください。どの単元でも、流れが「わくわく」「いきいき」「ぐんぐん」の

３段階で構成され、生活の学習過程が児童に分かりやすい言葉で提示されており、児童が

見通しを持ち、活動が連続しながら発展・深化していけるような工夫がなされていまし

た。 

  次に、観点１３について、上巻の２７ページをご覧ください。学習指導要領に示されて

いる「見付ける」、「比べる」、「たとえる」、「試す」、「見通す」、「工夫する」な

ど、多様な学習活動を表すキーワードが文字とイラストで示され、児童が思考を働かせ、

学びの中で判断・表現し、気付きの質を高められる工夫がなされていました。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。様々な観点から、質疑、ご意見等をお願いいたしま

す。 

◎小泉教育長職務代理者 質問になります。本市において、生活科の授業でどんなことを大

切にしているのかお聞かせください。 

○川嵜教育センター指導主事 これまでも大事にしてきた身近な「人、もの、こと」と直接

関わる活動や体験を引き続き大切にしながら、気付きの質を高めていくことを重視してお

ります。気付きの質を高めるために、活動や体験を通して気付いたことなどについて多様

に表現し考えたり、「見付ける」「比べる」などの多様な学習活動を行ったりすることを

意識して、児童自身が自覚的に学びながら資質・能力の育成が図れるようにしていくこと

が必要であると考えております。 

◎岩田委員 先ほどの説明に、身近な「人、もの、こと」と関わるとありましたけれども、

私は、東京書籍の下巻の方での６ページの「地域のくらしぶり」であるとか、２２、２３

ページの「地域を俯瞰する」イラストなどがあって、子どもたちが身近な地域を考えてい

く入り口として親しみやすくなっているなと評価いたしました。 
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◎白石委員 両者とも扱っている題材は非常に似ているような感じがしました。今、岩田委

員から親しみやすいという言葉がありましたけれども、東京書籍はたくさんの写真やイラ

ストの表情が豊かだなと感じました。また、子どもの目線で見ますと、取り組みやすい雰

囲気も感じました。 

  例えば上巻の４２、４３ページと、６６、６７ページを比較しますと、見開きで同じ場

所を取り上げて、季節を変えて描くことで季節の変化を感じやすくなっていて、よいなと

感じました。見開きで大きなイラストも、１つの部分にこだわらず、大きく全体を描いて

いるところにもよさを感じました。 

◎平岩委員 子どもたちにとって見やすく活用しやすいという点でいいますと、啓林館の上

巻の１８、１９ページをはじめとする「びっくりずかんＬＩＶＥ」のところなのですが、

１年生にとって興味・関心を高めるページになっています。子どもたちが自分から「もっ

と知りたい」、「自分も探してみたい」と思えるような内容だなと感じました。 

◎宇田川委員 「子ども目線で」という点では、啓林館の方は、上巻の７ページにあるよう

に、子どもたちが安全などについて確認する場面で、「こんなとき どうしよう」となっ

ていて、トップダウン的な投げ方ではなくて、「ここに注目すればいいのか」と、こう児

童自身が自ら主体的に関わっていける配慮がされているなと、その点がよいなと思いまし

た。 

◎小泉教育長職務代理者 ２者どちらも、子どもが主体的に関われる工夫があるなと感じま

した。 

  先ほどお話がありました、本市の生活として「気付き」を大事にしていくという点で、

「気付きの質を高めていく」という観点では、両者はどのような工夫があったのか、教え

てください。 

○川嵜教育センター指導主事 東京書籍では、学習のまとめ方についての多様な表現方法が

例示されており、表現活動への興味や関心を高めるとともに、思考力、判断力、表現力を

高める工夫がなされています。活動や体験を通して気付いたことなどを多様に表現して考

えるということは、気付きを確かなものとしたり、新たな気付きを得たりすることにつな

がっていきます。 

  啓林館では、気付きを基にして考えることができるように、「見付ける」「比べる」

「たとえる」「試す」「見通す」「工夫する」などの多様な学習活動を表すキーワードが

イラストと文字の両方で示されております。 
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◎宇田川委員 生活科が幼児教育からの接続と考えたときに、啓林館の「まなびの ひん

と」として、「見つける」「比べる」「たとえる」のように、「こんなこともできるよ

ね」と、こう思考を広げ、展開していくという点で、すごくよいなと思います。 

  また、そのように生活科の授業の中で学ぶ姿勢というものを身につけられると、その後

の学校生活の中での学びというものにもつなげていけるなと思いました。 

◎平岩委員 私も同じ考えです。分量やイラストの描かれ方というのも大事なのですけれ

ど、やはり子どもたちが活動や体験から得た気付きを基に思考を広げたり深めたりしてい

く、そういう学びということを考えるのが大事なのではないかと思います。 

◎小泉教育長職務代理者 先ほど、宇田川委員から幼児期の教育との接続という話が出まし

たけれども、学びがつながり発展していくということも大切だと考えていますが、その学

びのつながりについての工夫点は、両者どのようになっているのでしょうか。 

○川嵜教育センター指導主事 学びのつながりということについてですが、２者とも生活の

学習過程を意識したつくりになっております。 

  東京書籍では、下巻の１２ページと１３ページの下段に、児童の思考の流れがイラスト

と吹き出しで描かれ、学びがイメージしやすい工夫がなされています。 

  また、啓林館は、「わくわく」「いきいき」「ぐんぐん」とキーワードとイラストで視

覚化されており、児童自身も学びのつながりを実感しやすいような工夫がなされていま

す。 

◎白石委員 両者とも工夫されていることが分かりました。 

  東京書籍の単元の扉のページにある写真と吹き出しは、これまでの経験を振り返った

り、また、活動の見通しを持ったりできるように工夫されていて、子どもたちが思いや願

いを膨らませて学習に入れるようになっているなと思いました。 

◎平岩委員 啓林館も単元の初めにある「わくわく タイム」のページが同じようなつくり

になっています。その後の学習活動でも、ページの右側の「めくりことば」に、次の活動

への思いや願いが示されています。単元全体を通して、思いや願いを生かしながら自信を

持って活動できるように工夫されていると思います。 

◎渡邉教育長 比較してのご意見がございました。 

◎岩田委員 両者ともに児童の思いであるとか、願いを大切にして学習が連続して展開され

ているようにはなっていますし、工夫されていると思います。先ほどの指導主事からの説

明にあるように、やはり、東京書籍は思考の流れがイラストや吹き出しで描かれていて、
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気付きの質が高まる姿を具体化することで学びがイメージしやすいのかなと私は評価しま

した。 

。 

◎白石委員 確かに、子ども同士の対話を通して気付きがつながったり、新しい気付きがあ

ったりする様子が非常に分かりやすいなと感じました。 

◎宇田川委員 気付きの質の高まりという点について考えてみたときに、啓林館の「わくわ

く」「いきいき」「ぐんぐん」という三段階の構成というのは学びのつながりが明確で、

すごくよいなと思いました。 

◎平岩委員 宇田川委員のご意見に付け加えてということになりますが、私も同じように思

いました。さらにその構成が「わくわく」「いきいき」「ぐんぐん」という、これ、子ど

もたちにとって分かりやすいキーワードで視覚化されているのがいいと思います。 

◎小泉教育長職務代理者 学びのつながりというところでお話をさせていただくのですけれ

ども、学びがつながっていくということは、学びを深めていくという点において大切なこ

とだと私は思っています。また、子どもにとって分かりやすい言葉で視覚化されていると

いう点は、子どもが学びの深まりを実感しながら進めていく上で大切なことでもあるなと

感じております。 

  そういった中で、啓林館は上巻の始めに「がっこう だいすき いちねんせい」、下巻

の終わりに「３年生へのステップブック」があり、入学前からのつながり、また、２年生

から３年生へのつながりというところが東京書籍よりも丁寧に示されているのかなと感じ

ております。 

◎宇田川委員 今の小泉委員の意見を聞いて、私も改めて児童自身が学びのつながりを実感

することを通して、自らの成長というものを自覚して、将来への期待感も持てるというよ

うな、そういった工夫がされている点において、啓林館の教科書が適しているのではない

かなと考えました。 

◎渡邉教育長 それでは、それぞれのいい点等、ご意見いただきましたが、「子どもたちが

気付きの質を高めていくために、気付きを基に考えるようにするための学びのキーワード

が明示されている点」や、「児童自身が自覚的に学び、その学びが連続、深化していくよ

うな工夫がなされている点」などから、新興出版社啓林館の方が適しているという意見が

最後まとまってきたと思ったのですけれども、いかがでしょうか。よろしいですか。ほか

に何か、更にございましたら。 
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（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいでしょうか。では、生活については、新興出版社啓林館の「わくわ

く せいかつ（上）」、「いきいき せいかつ（下）」を採択することでよいでしょう

か。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、生活については、新興出版社啓林館の「わくわく 

せいかつ（上）」、「いきいき せいかつ（下）」を採択することといたします。 

  続いて、音楽に入ります。 

  事務局より説明いたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、音楽科の報告をさせていただきます。音楽科は、２者

から教科用図書が発行されております。 

  全体的な特徴といたしましては、どちらの教科書も音楽に対する感性を豊かにしたり、

豊かな情操を培ったりすることができる内容となっていました。 

  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

て、進んで学び合う活動や協働的な活動によって音楽の資質・能力を育むことができる工

夫がなされているかという点を重視して検討が行われました。 

  それでは、観点別に２者の教科書について検討結果の報告をいたします。 

  はじめに、教育出版でございます。 

  最初に、観点３について、４年生、５年生ともに７２ページ「さんぽ」をご覧くださ

い。手話を使って音楽を表現できるように工夫されており、様々な表現方法を知ることが

できるようになっています。 

  また、学年によって、旋律を歌ったり、リコーダーや鍵盤ハーモニカで演奏したり、既

習内容に合わせて取り組むことができ、それぞれの学年が役割を持ちながら他学年と協働

して音楽を楽しむことができる内容になっています。 

  次に、観点１３について、５年生の８０ページをご覧ください。音楽を鑑賞したり表現

をしたりする際に、曲に対してどのように感じたのか、どのように表現したいのかを言葉

で表すための手がかりになるように、音楽の感じを表す言葉の例が示されています。 

  続いて、教育芸術社でございます。 

  最初に、観点の４について、６年生の１６ページをご覧ください。オーケストラの鑑賞

教材を通して様々な楽器の音の響きのよさを学んだことを、次の時間に器楽の演奏をする
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ことでより実感し、音楽づくりで活用できる題材構成となっています。１つの教材を点で

終わらせるのではなく、学んだことをつなぎ合わせることができることで、学びをより深

めることができるようになっております。 

  次に、観点１１について、６年生、２４ページをご覧ください。「著作権について知ろ

う」では、自分の「作品」を大切にすることや、ほかの人がつくった「作品」も大切にす

ることが書かれています。現代の子どもたちを取り巻く環境は、ＳＮＳ上で音楽を容易に

共有し、楽しむことができるようになっています。小学６年生になり、情報機器を持つこ

とが多くなる時期に著作権について学び、考えることができるようになっています。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより、質疑、ご意見等ございましたらお願いいた

します。 

◎小泉教育長職務代理者 質問になります。相模原市の音楽科の現状と、本市が目指す授業

像について教えてください。 

○佐々木教育センター指導主事 市の現状といたしましては、先生方が音楽のよさや面白さ

を伝えようとする姿が見られますが、子どもたちが自ら音楽のよさや面白さに気付くとい

う手だてについては今後も工夫が必要だと考えます。 

  また、歌ったり演奏したりと、楽しんで音楽と関わろうとする姿が見られますが、思い

や意図を持って表現することに関しましては今後も高めていきたい姿だと考えておりま

す。 

  目指す授業としましては、「感性を働かせ、音楽のよさや面白さに気付くことのできる

授業」及び「楽しく音楽と関わりながら思いや意図を持って表現することができる授業」

が挙げられます。 

◎小泉教育長職務代理者 思いや意図を持って歌ったり演奏したりするためには、まず、曲

に対してどう感じたのかが大切だと思います。その感じたことを歌や演奏で表現する際に

は、何を学ぶのか、どのように学んだことを生かすかということが明確である、それが大

事だと私は考えております。 

  その点で考えますと、教育芸術社では、教科書に出てくるマークとして、全ての教材に

「見つける」「考える」「歌う・演奏する」と示されています。何をこの曲で学び、考

え、活用すればよいのかがとても明確になっており、思いや意図を持って子どもたちが表

現しやすいのではないかという感想を持ちました。 
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◎宇田川委員 今のご意見にもあったように、確かに、このように示されていることで、児

童が何を学べばよいのかというヒントとなり、分かりやすいと思います。 

◎平岩委員 何を学び、どのように表現するのかがしっかり示されていることは重要だと感

じます。ただ、音楽科という教科の性質を考えますと、感性を働かせて発想を広げていく

ことも大事だと思います。 

  そういった点で考えると、教育出版の、例えば、各学年の最終ページには日本の美しい

歌で教科書が締めくくられています。こういった教科書の作りが、子どもたちが感性を働

かせながら音楽のよさや面白さに気付くことにつながっていくのではないかと思います。 

◎岩田委員 先ほど、教育芸術社のマークの話が出ていたのですけども、教育出版では「ま

なびナビ」として学び方について書かれていて、どのように学べばよいのか、こちらも学

び方について分かりやすい工夫があるなと思いました。 

  あと、先ほど平岩委員がおっしゃったように、やはり感性を豊かにして、自由な発想で

音楽に接してほしいなと思っています。そこから音楽のよさや面白さに気付くことができ

れば、それは音楽の授業としてより評価できると思いますし、いいことだと思います。 

  質問なのですが、音楽の魅力とか面白さを気付くために各者どのような工夫がされてい

るのでしょうか。 

○佐々木教育センター指導主事 教育出版、５年、１０ページの「こいのぼり」では、ワイ

ドな紙面で写真を大きく掲載したり情報量を少なくしたりすることで、子どもたちが自由

な発想で楽曲に向き合うことができるように工夫がされております。楽曲に集中して向き

合える作りとなっており、子どもの気付きが大切にされております。 

  教育芸術社の１、２年、２ページ、３、４、５、６年、４ページの下に出てくるマーク

の「見つける」には、思いや意図を持てるような配慮だけではなく、どのような点で楽曲

を聞けばよいのか気付きのヒントが提示されていることで、音楽のよさや面白さに気付き

やすく、楽曲に集中できる作りとなっております。 

◎白石委員 今もお話がありましたように、教育出版の方では、曲ごとに情景を思い浮かべ

やすいような写真ですとかイラストがすごく豊富に載っているのが印象に残りました。音

楽科で大切にしています音楽に対する感性を豊かにしたり、音楽に親しんだりという、そ

ういう態度につながるのではないかと感じました。 

◎宇田川委員 自由な発想で情景を思い浮かべながら楽曲に向き合えるということは非常に

大切だと考えます。そのために大きな写真というのは効果的かなと思います。 
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  また、教育芸術社の「見つける」「考える」といったマークはすごく分かりやすくてい

いなと思ったのですが、よくよく見ていくと、表現方法として「何々しましょう」という

表現が多いために、もしかしたら児童が受動的になってしまうような可能性もあるのかな

というような印象を受けました。 

  そういった点で比較してみると、教育出版では、振り返りや提案の表現が多いため、子

どもたちが主体的に取り組めるというような工夫があるように感じました。 

◎平岩委員 楽しく音楽に関わりながら学ぶ点ということですが、２者とも曲を聴いて考え

るだけではなくて、手遊びをしてリズムを感じたりだとか、体を動かしたりして楽しみな

がら学べるようになっていると思います。 

  教育芸術社ですと、１年生の６、７ページの「うたっておどってなかよくなろう」で

は、音楽に合わせて体を動かしながら聴く、そんな内容が載っています。同じように、教

育出版の１年生の６ペ、７ページでは、「おんがくにあわせてからだをうごかそう」とい

うことで、違った曲調の楽曲に合わせて体を動かす内容となっています。あえて言うな

ら、教育出版の取り上げ方の方が音楽のよさや面白さに気付きやすくて、自由な発想で楽

しみながら曲を味わうことができるように感じます。 

◎岩田委員 私も今の平岩委員の意見には賛成で、やっぱり楽しみながら曲を味わうという

ことが大事だなと思います。 

  冒頭の説明にもありましたけども、教育出版の場合は、全学年を通して載っている「さ

んぽ」という曲は、各学年で学んだことを基にして全校で合唱ができるようになってい

て、楽しみながらほかの学年と一緒に楽しく曲をつくり上げるということができるので、

音楽の魅力であるとか面白さに気付くことができると感じました。また、表現の１つとし

て手話が載っているということも評価いたしました。 

◎白石委員 音楽科では、耳で聴くだけではなくて、音楽との一体感を味わうために体を動

かしたり想像力を働かせたりして楽しく音楽と関わるということが非常に大切だなと思い

ます。 

◎宇田川委員 今の楽しく音楽と関わるというところとも密接につながっていくと思うので

すけれども、やはり音楽は児童自身の心が動くということが大切だなと思っておりまし

て、心が動くと自然に体も動いてくると思います。ただ楽譜を見て学ぶだけではなくて、

体を使って感じた音楽のよさや面白さというものを、思いや意図を持った表現につなげて

いくということは大切なことではないのかなと考えております。 
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◎平岩委員 少し別の視点からなのですが、学習を進める上で、誰でもが安心して学べると

いうことも考えなければいけないと思います。その点で、教育出版においては、例えば３

年生以上では、巻末の折り込みのところにリコーダーの指の動かし方が載っていますけれ

ども、どのページの曲を演奏していてもこれが確認できるように配慮されています。いつ

でも確認ができるページがあるということで、子どもたちが自信を持って取り組めるよう

になるのではないでしょうか。自信を持って取り組むことで、曲に対して更に関心が高ま

りますし、余裕を持って曲のよさや面白さも感じやすくなるのではないかと、そんなふう

に思います。 

◎白石委員 言葉で表しにくい子どもにとっては、教育センター所長から最初に説明のあり

ました教育出版の「音楽を表すいろいろな言葉」は、子どもにとってどうやって言葉で表

現したらよいのかのサポートとなり、安心感につながると思います。また、そこから思い

や意図を持った自分なりの表現にもつながるように感じました。 

◎平岩委員 感性を働かせて、安心して楽しく音楽と関わるということが音楽のよさだとか

面白さに気付くことにつながっていきます。それから、更に思いや意図を持って表現する

ことにもつながっていくと思います。そういった点から、私は教育出版が適していると思

います。 

◎渡邉教育長 ここまで、各委員の皆様から様々な視点でお話をいただきました。どちらも

よい点、工夫されている点が確認できましたが、「感性を働かせて、音楽のよさや面白さ

に気付くことができる点」、そして「楽しく音楽と関わりながら思いや意図を持って表現

することができる点」などから、教育出版の方が適しているという声が多かったように思

います。今までの意見交換だとか、あるいは協議の中でご意見いろいろありましたが、ほ

かにも何かございましたらお願いします。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいでしょうか。では、音楽科については、教育出版の「音楽のおくり

もの」を採択することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、音楽科については、教育出版の「音楽のおくりも

の」を採択することといたします。 

  続いて、図画工作に入ります。 

  事務局より説明いたします。 
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○奥津教育センター所長 それでは、図画工作の報告をさせていただきます。図画工作は、

２者から教科用図書が発行されております。 

  全体的な特徴といたしましては、学習の狙いが明確に示されており、児童が形や色に関

わりながら主体的に学習に取り組むことができるような構成の工夫が各者で見られまし

た。 

  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、「児童が造形的な見方・考え方を働かせなが

ら、つくり出す喜びを味わえるように内容や題材が工夫されているか」、「生活や社会の

中の形や色などと豊かに関わることができるような工夫や配慮がなされているか」という

点を重視して検討が行われました。 

  それでは、観点別に２者の教科書について検討結果の報告をいたします。 

  はじめに、開隆堂出版でございます。 

  最初に、観点１１につきまして、３・４年、上巻、２ページをご覧ください。ここで

は、造形に関する職業で活躍する人の作品やメッセージが紹介されており、児童が図画工

作科の学びと生活や社会とのつながりに気付くことができるよう工夫されていました。 

  次に、観点１２につきまして、１・２年、下巻の４４ページから４７ページをご覧くだ

さい。カッターナイフを扱う学習では、連続した２つの題材を設定し、用具に十分に慣れ

ることができるように配慮がなされています。児童が用具に十分に慣れ、自分の思いに合

わせてつくったり表したりする力を育むことができる工夫がなされていました。 

  続いて、日本文教出版でございます。 

  最初に、観点３につきまして、５、６年、上巻の２８、２９ページをご覧ください。

「ふれて伝えるストーリー」では、材料の触り心地を確かめながら伝えたいことを表現す

る内容となっております。感触で伝える作品を通して、絵を描いたり作品をつくったりす

るだけではなく、多様な表現に気付くことができるよう工夫されています。 

  次に、観点１３につきまして、３・４年、上巻の２２、２３ページをご覧ください。材

料を様々な角度から写した写真や様々な視点から材料を眺める子どもの様子が掲載されて

います。そのような写真から、児童が造形的な見方、考え方を働かせながら、材料や表現

のよさ、面白さに気付き、豊かな発想や構想につなげられるよう工夫されています。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより、質疑、ご意見等ございましたらお願いしま

す。 
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◎小泉教育長職務代理者 まず、相模原市における図画工作科の現状、また、本市の図画工

作科授業の課題について教えてください。 

○室井教育センター指導主事 児童のつぶやきや豊かな発想、思いを大切にして表現したり

鑑賞したりする授業が展開されております。しかしながら、作品をつくること、鑑賞する

こと自体が目的となっている現状があります。 

  今後の課題としては、表現したり鑑賞したりする活動を通して、児童が作品や材料、場

所などを形や色などで捉え、つくり出す喜びを味わうことができるようにすること、自分

の思いに合わせて、形や色、材料などを選び、工夫してつくったり表したりすること、教

師が児童に身につけさせたい力を明確にして授業を展開することなどが望まれます。 

◎宇田川委員 相模原市の図画工作科の課題というものがよく分かりました。では、その課

題の解決に向けてなのですけれども、この２つの教科書に特徴的な部分がありましたら教

えてください。 

○室井教育センター指導主事 特徴的な部分としましては、各者とも学習の狙いが明確に示

されていることで、児童が主体的に学習に取り組むことができるよう配慮がなされていま

す。 

  開隆堂出版では、観点１において、１・２年、下巻、４ページ。こちらでは、３つの資

質・能力に応じたキャラクターが児童の目線で活動のヒントを示し、資質・能力を育成で

きるよう工夫されています。 

  日本文教出版では、観点１０において、１・２年、下巻、４ページ。こちらでは、鑑賞

のヒントが示されており、自分の見方・考え方を深めたり、表現の工夫に気付いたりする

ことができるよう配慮されています。 

◎宇田川委員 両者ともに、児童の目線で示された活動のヒントというものは、児童が自分

の活動を広げるきっかけとなり、力をつけるということにもつながっていくのではないか

なと思いました。 

◎白石委員 児童の力を育てるためには、やはり児童が主体的に学習に取り組むことができ

るようにすることというのが大切だと思います。２者ともに、造形さがみ風っ子展が紹介

されています。教科書に造形さがみ風っ子展が掲載されているということは、相模原市の

児童にとって造形活動を身近に感じることができて、主体的に学習に取り組むことにもつ

ながると思います。 

  私が、開隆堂出版の教科書で特徴的だと思ったのが、児童がつくった作品が数多く掲載
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されている点です。多くの作品を見ることも児童が造形活動を身近に感じることができる

のではないかと感じました。 

◎平岩委員 先ほど説明の中で、市の課題として鑑賞すること自体が目的になっているとい

うことがありましたけれど、子どもたちが自分の思いを表現するためには、やはり図画工

作の授業で鑑賞するということは大きな意味を持っていると思います。特に生活環境に影

響されず、子どもの頃から美術作品、芸術作品を見ることは大切なことだと考えます。 

  日本文教出版の３・４年生、下巻の２２ページですけれど、「体の形」というところが

ありますが、いろいろなジャンルの美術作品が掲載されています。 

  それから、５・６年の上巻の巻末にはミニアートカードに多くの美術作品が掲載されて

います。子どもの見方とか感じ方を深めることができるきっかけになるのではないかと思

いました。 

◎小泉教育長職務代理者 私も平岩委員と同意見で、美術作品に触れることはとても大切な

ことだなと感じています。ミニアートカードでいろんな作品に触れるということで、自分

の見方や考え方を広げ、学びを深めることができる可能性を感じました。 

◎岩田委員 鑑賞の大切さと同時に、この美術作品を見て、そこから今度は自分で実際に自

分の思いに合わせてつくったり、表現していくためには、やはり用具を安全に正しく使っ

て十分に慣れていくということも必要だなと思っています。 

  開隆堂出版も、日本文教出版も、用具の扱い方については題材の中であるとか巻末で触

れられていますが、とりわけ日本文教出版の方では、３・４年の下巻の５８、５９ページ

でのこぎりについて掲載されていて、その中で木材を切るときに児童がつまずきやすいポ

イントについて分かりやすく丁寧に説明されているなと思いました。 

◎平岩委員 岩田委員のおっしゃるとおり、用具の扱いについて丁寧に分かりやすく記載さ

れていることで理解が深まって、自分の思いに合わせてつくったり表現したりすることが

できるようになると思います。 

  日本文教出版の方が、子どもたちにとって分かりやすい表記になっているのではないか

なと感じています。自分の思いに合わせてつくったり表したりする力の育成につながるの

ではないかと感じました。 

◎白石委員 先ほど、児童がつくり出す喜びを味わうことが大事だという話題があったかと

思いますが、その点で２者の特徴的な部分がありますでしょうか。 

○室井教育センター指導主事 両者ともに児童の興味・関心を高める題材が設定されてお
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り、児童がつくり出す喜びを味わうことができるような工夫がありました。 

  開隆堂出版、３・４年上巻、４２、４３ページをご覧ください。こちらでは、児童がつ

くった作品や完成した作品で楽しむ様子が掲載されています。児童にとってゴールがイメ

ージしやすく、つくり出す喜びにつながるような工夫がありました。 

  日本文教出版、３・４年、上巻、２２、２３ページ、こちらでは、材料や作品を様々な

視点で見たり、どのように表そうか考えたりしている様子の写真が掲載されています。児

童が形や色と関わり、楽しみながら表現することにつながる工夫がありました。 

◎白石委員 開隆堂出版のように、児童がつくった作品や、もう完成した作品を楽しむ様子

を見ることは、児童にとってゴールがイメージしやすくなって、つくり出す喜びにもつな

がるような感じがしました。 

◎小泉教育長職務代理者 その反面、こういったこともあるのかなと感じているのは、完成

作品を見るということは、先ほどからありますようにある意味ゴールが見えるということ

で、見通しを持って活動することにつながることは間違いないと思いますが、逆に発想の

広がりにつながらない場合も児童によってはあるのかなと感じております。 

◎岩田委員 私もこの日本文教出版のように、教科書で作品をつくり出すそのプロセス、過

程の写真を見て、自分でイメージしながら発想とか構想をしていって、そのイメージを実

際の作品にどのように表そうかと考えることも大切だなと思って見ました。 

◎宇田川委員 私も、完成作品を見るということも、すごく非常に大切だなとは思うのです

けれども、その一方で、そこに近づけなければいけないというか、それが正解というよう

な誤解をちょっと生んでしまって、児童自身がそこに近づけなきゃいけないのだと思って

しまったときに苦手意識というものにもつながってしまうということもあるのではないか

なということもちょっと懸念をしております。 

  今、お話に上がったように、自分らしく表現して、それがつくり出す、それを結局つく

り出す喜びにつながるという点では、例えば、日本文教出版の３・４年の上巻の２４から

２６ページでは土について扱っていて、同じ土もいろいろな色があるというところから、

表現の多様性というものを児童自身が感じることができるのではないかなと思いました。

そこから表現の豊かさというものにつながったり、多様な表現の価値というものを感じら

れたりするのではないかなと思います。そのように感じられることで、その子なりの表現

を実現させ、楽しみながら自信を持って表現するということにつながっていくのではない

かなと思います。 
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◎平岩委員 私も、宇田川委員がおっしゃったように、教科書全体として日本文教出版の方

が形とか色に関わりながら表現の多様性を感じることができて、そして、何よりも子ども

たちがつくり出す喜びを味わうことができるように感じます。 

◎渡邉教育長 ご意見ありがとうございました。 

  ここまで各委員の皆様の様々な視点でご意見をいただきました。どちらもよい点、工夫

されている点が確認できましたけれども、「表現したり鑑賞したりする活動を通して、作

品や材料、場所などを形や色などで捉えて、児童がつくり出す喜びを味わうことができる

点」、また、「自分の思いに合わせて、形や色、材料などを選び工夫してつくったり表し

たりすることができる、その表現活動」等について日本文教出版がより適しているのでは

ないかというご意見が多かったように思います。 

  今までの意見交換、あるいは協議の中で出なかった、出せなかったご意見、何かござい

ましたらお願いいたします。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 特によろしいでしょうか。それでは、図画工作については、日本文教出版の

「図画工作」を採択することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、図画工作科については、日本文教出版の「図画工

作」を採択することといたします。 

  ここで休憩いたします。再開を１３時３０分といたします。 

（休憩・１２：２８～１３：３０） 

◎渡邉教育長 休憩前に引き続き、会議を続けます。 

  家庭に入ります。事務局より説明をいたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、家庭の報告をさせていただきます。 

  家庭は、２者から教科書が発行されております。全体的な特徴としましては、学習指導

要領の家庭科の目標に示されている、生活の営みに係る見方、考え方を働かせ、衣食住な

どに関する実践的、体験的な活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する資質、能力

を育成するものとなっていました。 

  検討委員会では、家庭生活を大切にする心情を育み、２年間を見通して学習過程が工夫

されているか、実践的、体験的な活動を取り入れ、教科の目標を達成できる内容、構成で

あるかという点を重視して、検討が行われました。 
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  それでは、観点別に２者の教科書について、検討結果の報告をいたします。 

  はじめに、東京書籍についてでございます。最初に観点１１について、見開きの６、７

ページをご覧ください。成長の記録といたしまして、自分の成長を題材ごとに振り返り、

次への目標を設定できるよう工夫されています。また、一覧にすることで学習を見詰め直

すことのできるよう、工夫されています。 

  次に、観点１３について、５８ページをご覧ください。ここでは、具体的な汚れの種類

を写真で提示することで、自分の身の回りを想起しやすく、どのように掃除をすればよい

のかを実生活と結びつけて考えられるよう工夫されています。 

  続いて、開隆堂出版についてでございます。最初に、観点３について、見開きの１、２

ページ、さらに３４ページをご覧ください。教科書内に出てくる人物が、国籍、性別、障

害の有無など、様々な人々となっており、多様な家族の形態がある現在、自分事として捉

え、家族の一員として生活を見詰めるための配慮がなされています。 

  次に、観点１３について、見開き４、５ページをご覧ください。子どもたちが２年間を

通して、段階的に思考することができるよう、５年生で培った学びを６年生で深められる

ような工夫がされています。例えば、「温かい住まい方で快適に」を５年生で行い、「涼

しい住まい方で快適に」を６年生で扱うなど、２年間を通して、実生活につなげる工夫が

されています。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。様々な観点から質疑、ご意見等をお願いいたします。 

◎小泉教育長職務代理者 相模原市では、どのような家庭科の授業を目指しているのかとい

うことを、お聴きします。 

○東山教育センター指導主事 本市では、衣食住などに関する実践的、体験的な学習を通し

て、日常生活に必要な基礎的な知識、技能を身につけるとともに、日常生活の中から問題

を見出して、課題を設定し、それを解決する力、よりよい生活の実現に向けて、生活を工

夫し、想像しようとする態度を育成する事業を目指しております。 

◎渡邉教育長 ほかの委員、何かございますか。 

◎白石委員 実践的な学習活動を通して技能を身につけるという面では、どちらもよくつく

られていると感じています。例えば、東京書籍では１３６ページから、ずっと実習技能と

していろいろな切り方や、皮の向き方、それからミシンの扱い方も丁寧に説明がされてい

て、分かりやすくなっているなと思います。 
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  また、開隆堂出版では、１４８ページから実習に役立つワンポイントとともに、１４６

ページに食生活に関わる調理器具や食器について、写真つきで掲載されていまして、すご

くこれは分かりやすいなと感じます。 

◎平岩委員 私も、この面に関しては、両者とも様々な工夫がされているように感じていま

す。例えば、特に東京書籍では８ページからの「いつも確かめよう」で実習を行う上で気

をつけることですとか、それから調理用具の扱い方などがまとまって載っています。これ

はいいと思いました。実習を通して学ぶことも多い家庭科なのですが、それぞれの教科書

において特徴的な部分がありましたら、もう少し具体的に教えていただけないでしょうか。 

○東山教育センター指導主事 同じ実習の題材、みそ汁の調理でお伝えします。東京書籍で

すが、４８ページをご覧ください。多様な資料が掲載されており、児童が興味関心を持て

る工夫がされています。 

  続きまして、開隆堂出版ですが、５２ページをご覧ください。実習の手順が横並びとな

っており、色分けがされているなど、視覚的に実習の過程が見やすくなっています。また、

使用する道具などが掲載されてあり、児童が学びを生活に生かせるような工夫が見られま

す。 

◎渡邉教育長 説明がありましたが、いかがでしょうか。 

◎白石委員 今の点につきまして、私は開隆堂出版の方が調理手順としましては横並びでず

っと追いかけられて、とても見やすいなと感じました。また、その他のページにつきまし

ても、レイアウトですとか構成が開隆堂出版の方が情報の分量がちょうどよく、また、ぱ

っと見たときに児童が分かりやすいように配慮されているように感じました。 

◎宇田川委員 両者ともに児童が技能を身につけるという面では工夫されてつくられている

なと感じます。私も今の白石委員のご意見にあったように、開隆堂出版の方は写真とか文

字の大きさなどが視覚的に捉えやすいと思います。 

  加えて、最後の１５０ページのところにある食品の分類表なのですけれども、児童が教

科書を開いたまま使用でき、それが栄養素の学習の理解を深めることができて、すごくい

いなと思いました。 

  また、学んだことを実生活につなげていくことを考えると、学校で行った調理実習とい

うものを家庭で実践するときに、実習の流れが見やすいということはすごく大事な視点に

なってくるかなと思います。 

◎岩田委員 学びと実生活をつなげていくためには日常生活の中から問題を見出していくと
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いうことも大事になってくると思います。開隆堂出版は、学習のプロセスが６ページに分

かりやすく掲載されていて、「気付く・見つける」、「分かる・できる」「生かす・深め

る」という３つのステップで内容を深められるものとなっています。 

  東京書籍の方も４ページに、学習の進め方が載っていますが、比較すると開隆堂出版の

方が丁寧に説明されていて、学習のプロセスが児童に分かりやすいかなと思いました。 

◎宇田川委員 日常生活の中から問題を見出すという知見については、開隆堂出版は題材の

始まりが、「なぜ○○なのだろう」というような疑問形になっているものが複数見受けら

れました。例えば、９４ページの「クリーン作戦で快適に」では、なぜ掃除するのだろう

というようなところで、掃除というのは、もうするべきものなのだ、しなければならない

ものなのだとして、そこを前提として学習を始めるのではなくて、まずはじめに何で掃除

をするのかなということを考えることで、児童が自分事として考えながら学んでいける仕

組みになっているなと思って、その点はよいなと思いました。 

◎岩田委員 その日常生活における場面でいいますと、開隆堂の６０ページのところで生活

を支える物やお金というページのところで、消費者として、このフローチャートのところ

で買わないでおこうという選択肢も設けてあって、やはり主体的な消費者として物の購入

について考えることを促す内容になっているということも評価できると思います。 

◎小泉教育長職務代理者 ちょっと視点は変わるのですけども、本市の学校教育でも大切に

しているＳＤＧｓの視点に関して両者に特徴等はありますでしょうか。 

○東山教育センター指導主事 東京書籍では４３ページ、「持続可能な社会へ ものやお金

の使い方」の題材の最後に出てきます。５年生の早い段階で学習する流れになっておりま

す。 

  開隆堂出版は要所に出てきていますが、７８ページに見開きで掲載されており、５年生

の学習と絡め、６年生の学びをつなげる内容となっております。 

◎小泉教育長職務代理者 今のお話でも東京書籍は早い段階でＳＤＧｓの取組内容が出てい

るということですが、内容面や量、そして学習したことを基に思考して、これからの学習

に生かすことを考えると、やはり開隆堂出版の方が生活に生かしていけるのかなと感じて

おります。 

◎岩田委員 ただいまの、生活に生かすという点でいうと、開隆堂出版の１２７ページでは、

地域との関わりについて、地域の人との関わりに重きを置いている内容があって、地域の

中で暮らしている子どもが地域の人との関わりに目を向けて、周りの生活をよりよくして
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いこうという内容になっているのかなと評価いたしました。 

◎小泉教育長職務代理者 家庭科は５年生から学習がスタートし、２年間の学びを中学校へ

つなげるということで、そういった意味でも大切な教科だと考えています。開隆堂出版の

５年生で学習したことを基に、６年生で深められるような系統性を意識した題材の構成は、

児童が自らの生活に学びを生かし、生きて働く力となることにつながる工夫なのかなと感

じました。 

  また、１３６ページの「２年間の学習を中学校につなげよう」という見開きは、中学校

に学びをつなげるという意識を持たせるためには、効果的な内容構成だなと思いました。

さらに相模原市が推進しておりますキャリア教育にもつながっていくなということで評価

しております。 

◎平岩委員 皆さんのご意見を聞いていまして、自分の生活を振り返って、自分の生活に生

かしていくという視点において、それから、生活に活用できるという教科書という面で、

開隆堂出版がいいなと思いました。 

◎渡邉教育長 ここまで、各委員の皆様から様々な視点でご意見をいただきました。どちら

もよい点、工夫されている点、確認できましたが、児童が技術を身につけて、自分の生活

に学びを生かして生きて働く力となる工夫がされている点等から、開隆堂出版の方が適し

ているというようなご意見が多くございました。今までの意見交換、また協議の中で更に

ご意見がございましたら、お願いいたします。特によろしいですか。 

  では、家庭については開隆堂出版の「わたしたちの家庭科」を採択することでよろしい

でしょうか。 

(「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、家庭については開隆堂出版の「わたしたちの家庭

科」を採択することといたします。 

◎渡邉教育長  続いて、体育、保健に入ります。 

  事務局より説明をいたします。 

○鈴木（雅）教育センター指導主事 それでは、体育の報告をさせていただきます。体育は、

６者から教科用図書が発行されております。全体的な特徴といたしましては、学習指導要

領解説に示されている主体的、対話的で深い学びを想定した授業づくりがなされるよう各

者とも教科書のはじめに学習方法のページを設け、課題解決学習を通して、実践的な態度

を育てようとする内容のものが多く見られました。 
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  また、保健の見方、考え方を働かせて、資質、能力の３つの柱を育成する観点で各者の

工夫が見られました。検討委員会では、学習したことと自己の将来とのつながりを見通す

ことができる内容であるか、身近な事例等を用いて、課題解決学習を通して自己の健康課

題について考え、実践的な態度を育てようとする内容であるか。また、学び方が適切に示

されているかという点を注視して検討が行われました。 

  検討の結果、東京書籍の「新編 新しい保健」及びGakkenの「新・みんなの保健」が推

薦されました。 

  はじめに、東京書籍でございます。最初に観点３について、３・４年生、１ページをご

覧ください。保健の学習を始めるに当たり、みんなとつながる、自分や周りを見つめる、

一生懸命考えるといった、学ぶ上で他者と関わりながら自身の夢をかなえていくために大

切なことが記載されており、相模原市の教育が目指す人間像につながる内容となっており

ます。 

  次に、観点１３について、５・６年、７ページをご覧ください。「深める・伝える」で

は、日常で起こり得る具体的な場面から解決方法を考えることができるよう、発問が工夫

されており、得た知識を活用して、思考力、判断力、表現力等を育むことができる構成と

なっています。 

  続いて、Gakkenでございます。最初に観点４について、５・６年の１２ページをご覧く

ださい。各単元の冒頭の「予想しよう」では、効果的に日常の具体的な場面を写真で掲載

することで、児童の体験を想起させることができ、身近な健康課題の気付きにつながるよ

うな導入の内容となっています。写真を掲載することで、ふだんの生活の中にある健康に

関する課題に気付くきっかけとなり、具体的な解決方法を考えることにつながります。 

  次に、観点１４について、３・４年の２６ページをご覧ください。各単元の最後に振り

返る、伝える、つなぐとして、単元を通した振り返りがあり、学んだことを次に生かすこ

とができるような内容となっています。学んだことを主体的に考え、学びに向かう力を育

めるような工夫がなされています。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたら、お願いいた

します。 

◎白石委員 どちらも結構なボリュームがあるなと感じましたが、はじめに保健における年

間の授業時間数について教えていただけますでしょうか。 
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○鈴木（雅）教育センター指導主事 保健領域の授業は、３・４年生では、２学年間で８単

位時間程度。また５・６年生では２学年間で１６時間程度となっております。 

◎白石委員 印象としては非常に少ない時間の中で授業を実施していかなければならないの

だなと感じました。その少ない時間の中で実施する相模原市の保健の授業の現状をお伺い

したいと思います。 

○鈴木（雅）教育センター指導主事 限られた時間の中で、主体的、対話的で深い学びの視

点に基づいた授業展開を意識した指導を実践しております。その中で今後は、子どもたち

が学習の見通しを持って主体的に学習に取り組むことができる提案、身近な健康課題に気

付き、課題解決の学習が主体的に行えるように工夫されていること等が必要であると考え

ております。 

◎小泉教育長職務代理者 今、お話がありましたけれども、見通しを持って学ぶということ

について、この２者の工夫点がありましたら教えてください。 

○鈴木（雅）教育センター指導主事 東京書籍においては、例えば、３・４年の６ページを

ご覧ください。東京書籍においては、各単元とも章のはじめに学ぶ道筋が示されており、

将来に向けて、どのような力を身につけていくかが分かりやすく記載されております。 

  またGakkenにおいては、同じく３・４年生の７ページをご覧ください。そこでは、各単

元の冒頭で単元の目標とともに、それぞれの章単元でどのようなことを学ぶのかが吹き出

しで記載されております。 

◎小泉教育長職務代理者 Gakkenについては、例えば、今の話の続きにもなるかと思うので

すけども、その次の８ページに学習の進め方も記載されていて、見通しを持ちながら進め

ることができるなと感じました。 

  また、東京書籍についてですが、例えば、３・４年、６ページの下から上に進んでいく

レイアウトから、より将来への見通しを持ちながら学習を進めることができ、未来へ向か

うイメージが持てるなと感じました。 

◎白石委員 さらに東京書籍の方は、全体的にページごとで、どのような活動をしていくの

か、子ども目線で教科書を見ても見やすい構成になっているように感じました。 

◎岩田委員 私は、思春期の子どもたちの体の変化のところを比較して見てみたのですけど

も、やはり子どもたちにとって思春期を迎えるときに、見通しを持って自分の体を考える

ということは大事だなと思っていて、東京書籍もGakkenもともに写真とかイラストを用い

て、より分かりやすく体の変化について伝えているなと思います。 
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  また、思春期における心の悩みについても具体的に伝え方を記載するなどの工夫がされ

ているなと評価いたしました。 

  さらに、東京書籍の３・４年生の３３、３４ページの思春期の体の変化のところを見て

いくと、大人への変化として子どもから大人だけではなく、男女差のところが１年生、６

年生となっている形で、分かりやすい内容になっているなと思います。 

  さらに東京書籍の５・６年生の７０ページに記載されている薬物に関する内容について

も、具体的な写真とともに薬物そのものの被害についての記載があって、やはり子どもた

ちもこうしたものの危険性について理解するのに分かりやすいなと評価いたしました。 

◎平岩委員 今、岩田委員のご発言の中に思春期の心の悩みという言葉が出てまいりました

が、思春期の悩みということでいうと、Gakkenの５・６年生の２１ページから２３ページ

に大変分かりやすく、そして具体的なやり取りが記載されていまして、これは子どもたち

にとって理解を深められる大変いいページだと思います。と同時に、東京書籍、Gakkenと

もに、写真、イラストに加えまして、どちらもデータやグラフを多く使用しており、数値

も見ることができます。こういったことは子どもたちが実感しやすいのではないかと思い

ます。 

◎宇田川委員 はじめの説明にもあった見通しを持つという点においてなのですけれども、

東京書籍の方の３・４年目、１ページの「ほけんの学習を始めよう」というところが、す

ごくシンプルなのだけど、視覚的にもすごく分かりやすくてよいと思いました。特に他者

のことを配慮して、協働していくことができるように工夫されているなというように思い

ます。保健の学習においても、自分の生活を振り返って健康課題について考え、更に他者

のことを考えたり、協働して学びを深めたりということは、とても大事なことだと思いま

す。 

◎平岩委員 宇田川委員がおっしゃるとおりだと思います。そして、ほかに東京書籍３・４

年生の３ページにあるような担任の先生や保健の先生といった、多くの登場人物がいるこ

とも、自分の健康に対して、身の回りの多くの人に見守られているのだと子どもたちが感

じられる１つだと思います。 

◎白石委員 学び方というところでいいますと、例えば、東京書籍は５・６年の５ページに

あるように、どの単元も４つのステップで分かりやすく記載されていまして、各単元とも

必ず見開きの右ページに「気づく・見つける」を記載しているところがいいなと感じまし

た。 
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◎小泉教育長職務代理者 同じような話になってしまうのですけれども、更に言うならば、

身近な場面からどのようなことを学ぶかを考え、健康課題への気付きを促して、ページを

めくって、その課題に入るというところも子どもの興味関心を高める学び方になっていて

よいなと感じました。そして他者の気持ちを考えたり、協働して学んだりすることで主体

的に課題解決に向けた学習が展開されるのではという期待感も持てるかなと思います。 

◎渡邉教育長 ここまで各委員、様々な視点でご意見をいただきました。どちらもよい点、

工夫されている点が確認できましたが、子どもたちが学習の見通しを持って主体的に学習

に取り組むことができる点、またステップごとに学習の流れが分かるよう示され、身近な

健康課題に気付いて、課題解決の学習が主体的に行えるように工夫されている点などから、

東京書籍が適しているというご意見の方が比較的多くあったように思います。今までの意

見交換、協議の中で、更につけ加えるようなことがあればお願いいたします。特によろし

いでしょうか。 

  それでは、体育については東京書籍の「新編 新しい保健」を採択することでよろしい

でしょうか。 

(「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、体育科については東京書籍の「新編 新しい保健」

を採択することといたします。 

  続いて、外国語、英語に入ります。事務局より説明をいたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、英語の報告をさせていただきます。 

  英語は、６者から教科書が発行されております。全体的な特徴としましては、学習指導

要領の外国語科の目標に示されているように、言語活動を通してコミュニケーションを図

る基礎となる資質、能力を育成するための工夫が見られました。検討委員会では、相模原

市の児童の実態を踏まえ、児童がどのような過程で言語活動に取り組むことがよいかとい

う点を重視して検討が行われました。検討の結果、東京書籍の「NEW HORIZON」、光村図

書出版の「Here We Go!」の２者が選定、推薦されました。 

  はじめに、東京書籍についてでございます。最初に観点１３について、６年の６１ペー

ジをご覧ください。各ユニットの最初のページでは、「Watch and Think」で映像を見た

後に、その内容について自分が考えたことや思いなどを記入する欄が設定されています。

記入した内容を基に、自分の考えを伝えることができるような言語活動の充実につながっ

ています。 
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  次に、観点１４について、５年、１３ページの「Your Goal」では、学習の前後での振

り返りを記入することを通して、児童が身についたことを自覚できるような工夫がされて

います。言語活動を通して、主体的に外国語を用いて、コミュニケーションを図ろうとす

る態度を身につけることができる内容となっています。 

  続いて、光村図書出版についてでございます。最初に観点１３について、５年、１７ペ

ージをご覧ください。各ユニットの最初のページの「Goal」には、「～するために～する

ことができる」という文言で、そのユニットの目標が示されています。そのすぐ下には、

その目標を実現するための学習活動や言語活動が学習する順番に基づいて記載されていま

す。目的、場面、状況等を明確にして、相手意識を持って自分の考えや気持ちを伝え合う

言語活動に取り組むことができる内容となっています。 

  続いて、観点１４について、５年の４６、４７ページ、「世界の友達」では、世界の小

学生に焦点を当て、外国語や、その背景にある文化に対する理解を深めることができる内

容となっています。多様な人々と主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

につながると考えられます。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。様々な観点からご質問、ご意見等お願いいたします。 

◎小泉教育長職務代理者 質問になりますけれども、英語における相模原市の小学生の様子

や外国語教育で、どのような力の育成を目指しているかという、この２点について、教え

てください。 

○関井教育センター指導主事 子どもたちは、自分の考えや気持ちを話したり、伝え合った

りする言語活動に大変前向きに取り組んでいます。また、相模原市としては、子どもたち

がグローバル社会でも活躍できるように互いの思いや考えを伝え合ったり、そのことを通

して理解し合ったりできるような、英語によるコミュニケーション能力の基礎を育成する

ことを目指しております。 

◎平岩委員 今の説明を伺いまして、まず両者の教科書の印象からお話をさせていただきま

す。両方の５年生の最初のページを開きますと、どちらの教科書も「世界の友達のあいさ

つ」というところからスタートするのですが、光村図書出版については、様々な挨拶の下

に国の名前が載っています。そういう形になっているのですが、東京書籍については言葉

と国の名前がセットでは載せられていません。その点を私は大変、東京書籍の方に好感を

持ちました。ただ、中身を見ていきますと両者の特徴として、光村図書出版の方は、話す
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活動がたくさん設定されています。その一方で、東京書籍については自分の考えなどを記

入する欄が多いように感じました。 

◎宇田川委員 私は、どちらの教科書もコミュニケーションを図るための活動というものが

工夫されているなと思いました。私は巻末の資料のところに着目して、２者ともに語句が

たくさん掲載されています。光村図書出版の方では、「Picture Dictionary」で、東京書

籍では「My Picture Dictionary」です。２冊ともに語句や表現がたくさん掲載されてい

ますので、子どもたちが何か伝えたいことを伝えるときに、分からない英語や表現などを

調べるために使うことができると思います。そういった点で自分の考えをまとめるために

も役立つ資料なのではないかなと感じております。 

◎岩田委員 私もただいまの意見に同意見で、賛成で、どちらの教科書も互いの思いである

とか考えを伝え、子どもたち同士が自分の考えとかを伝え合って理解し合えるように、英

語でのコミュニケーション能力を育成するという学習の活動が充実する形で教科書が編成

されているなと思いました。 

  ただ、先ほどの平岩委員が指摘された記入する欄についてですが、やはり東京書籍につ

いては少々量が多いという感じがします。話す活動は充実しているのだけれども、やはり

書く欄が多いことで、話す活動にたどり着くまでに、この記入に時間がかかってしまうの

かなという懸念があります。 

◎白石委員 私も英語が得意な子どもにとっては、教科書に直接書いたり、記入したりする

ことで、学習が進みやすいかもしれませんけども、苦手意識のある子どもにとっては、そ

うとは限らないのかなと思います。 

  一方、光村図書出版の方はコミュニケーションを図るための手段の１つとして、英語を

学ぶための工夫が見られるように感じました。例えば、５年生の５９ページには、自分の

興味、関心を伝えるためにという目的が明確に示されています。このように英語を使って

目的を達成するということに重点が置かれているということは、英語を学習するようにな

って間もない子どもたちにとって、大切なことかなと感じます。 

◎平岩委員 今のご指摘には私も賛成です。それに加えまして、光村図書出版なのですが、

５年生、６年生ともに２ページのところにメッセージが載っていまして、特に魅力を感じ

たのが６年生の２ページに載っている言葉です。誰もが間違いながら言葉の使い方を理解

していくのですが、そんな中で間違いを恐れずにやってみようということが書かれていま

す。この言葉で子どもたちは安心して学習できるのではないかと思います。これではっき
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りと示されているのが大変魅力を感じます。今、子どもたちは自分の考えや気持ちを話し

たり、伝え合ったりする言語活動に前向きに取り組んでいるということですので、その姿

勢を後押ししてくれるメッセージだと思います。自分の伝えたいことを間違えながら、繰

り返し話したり、伝え合ったりすることで、英語によるコミュニケーション能力というの

は更に高まっていくのだと思います。 

◎小泉教育長職務代理者 相模原市の子どもたちにとっては、分かりやすい目的や場面を設

定して、話したり、伝え合ったりする時間を多く設定した方が、私はいいのかなと考えて

います。そういう観点から考えますと、私は光村図書出版が適しているように感じました。 

◎宇田川委員 私も話したり、伝え合ったりする時間を多く取るというようなことに関して

は、すごく賛成です。光村図書出版は、自分の考えや思いを話す活動が充実していて、英

語を体になじませていくという意味で、話すことや伝えることに直接つながっていること

がよいなと思いました。またそうすることで、英語を使ったコミュニケーションの基礎が

築き上げやすいのではないかなと思います。 

◎渡邉教育長 各委員からご意見を様々な視点でいただきまして、子どもたちが互いの思い

や考えを伝え合って理解し合える、英語によるコミュニケーション能力の基礎を身につけ

ることができる点、そして子どもが目的、場面、状況等に合わせて、自分の考えや思いを

話したり、伝え合ったりする言語活動に取り組みやすいというような点などから、光村図

書出版が適しているという方が、比較的多くご意見をいただきました。今までの意見交換、

あるいは協議の中で、何かご意見がございましたら、お願いします。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 英語については、光村図書出版の「Here We Go!」を採択することでよろ
しいでしょうか。 

(「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議がございませんので、英語については光村図書出版の「Here We Go!」

を採択することといたします。 

  続いて、道徳に入ります。事務局より説明いたします。 

○奥津教育センター所長 それでは、道徳の報告をさせていただきます。 

  道徳は、６者から教科用図書が発行されております。全体的な特徴といたしましては、

児童が問いを持って学習に臨むことができたり、自分事として考えを深めることができた

りするような教材構成等の工夫が各者で見られました。 
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  検討委員会では、本市の実態を踏まえて、道徳的諸価値についての理解を基に、自己の

生き方についての考えを深める工夫がなされているかという点を注視して検討が行われま

した。検討の結果、東京書籍の「新編 新しい道徳」と光文書院の「小学道徳 ゆたかな

心」が推薦されました。 

  はじめに、東京書籍でございます。最初に観点１１について、５年の９９ページから

１０３ページをご覧ください。世界や日本において活躍する人物を教材として取り上げる

ことで、「生き方」について深く考えることができる内容となっております。 

  本教材では、折り紙の楽しさを伝える旅を続けてきた折り紙名人の生き方に焦点を当て

ることで、国際理解や国際親善の在り方について考えることのできる教材となっておりま

す。 

  次に、観点１３について。１年の２ページから３ページをご覧ください。現代的な課題

を５つのユニットにすることで、学びが深まるよう工夫がなされていました。ユニットと

は、テーマに合わせた意図的な教材の組み合わせを表す表現であり、東京書籍は独自に

「安全安心」「情報モラル」「いのち」「いじめ」「自分」の５つのユニットを全学年に

構成しています。 

  次に、光文書院でございます。最初に観点３について、３年の３４ページから３７ペー

ジをご覧ください。ここでは、相模湖の南部に位置する山、「いしざれ山」のギフチョウ

が取り上げられておりますが、他の学年にも相模原市に関する教材が扱われており、自分

が住んでいる地域への愛着や誇りを感じ取れる内容となっております。 

  次に、観点１２について、５年の５９ページをご覧ください。「考えよう」の発問が２

種類、「まとめよう」「ひろげよう」の項目が１種類ずつ、全教材にあることで児童の多

様な考えを引き出し、内容項目について一人ひとりが多面的、多角的に考えることができ

るよう工夫がなされていました。 

  以上で報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等がございましたらお願いいた

します。 

◎小泉教育長職務代理者 相模原市における道徳の授業における現状と課題について、教え

てください。 

○仲村教育センター指導主事 平成３０年に「特別の教科 道徳」として全面実施されてか

ら６年が経過し、道徳で学んだことをより生活に生かそうとする児童が増えております。
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一方、教科書に頼り過ぎているといった課題も出ております。そうした中、発達の段階に

応じ、答えが１つでない道徳的な課題を一人ひとりの児童が自分自身の問題と捉えること、

また考える道徳、議論する道徳への転換を図るための発問の工夫が必要であると考えてお

ります。 

◎宇田川委員 時代の変化とともに、道徳で扱う現代的な課題というものも変化してきてい

ることと思いますが、その現代的な課題に対応するための教科書の工夫についても教えて

いただけますか。 

○仲村教育センター指導主事 いじめ、情報モラル、ＳＤＧｓなど、昨今の課題に対応した

教材を扱っております。また、各者、現代的な課題をユニットにすることで学びが深まる

よう、工夫されています。 

◎岩田委員 今、現代的な課題とありましたが、私がその点で評価したのは光文書院につい

て、５年生の１５８ページのマララさんを取り上げた教材というのは世界的な格差の問題

であるとか、女性の格差の課題について、教育の大切さとともに取り上げている教材であ

り、評価できると思いました。 

  また、５年生の１６２ページで、子どもの権利条約について取り上げていることも重要

だなと思いました。 

◎平岩委員 扱う教材については、どちらも大変工夫されていると感じています。その教材

の選択とともに、子どもたちが自分事として現代的な課題を捉えることができるかという

のが、とても大切なことなのだと思います。 

  東京書籍なのですが、教科書を開いた最初のページのところに「ちがいをみとめる、ち

から。」「未来へ進む、ちから。」だとか、各学年に現代に即した子どもたちのメッセー

ジが書かれています。 

  同じように光文書院の方は、教科書の後ろの方になりますけれど、相田みつをさんのメ

ッセージが書かれています。相田みつをさんのメッセージも、もちろん心に響くメッセー

ジでよいとは思うのですが、今の子どもたちに対しては、東京書籍のメッセージの方が届

きやすいのではないか。直接的に届きやすいのではないかと感じています。 

  それと合わせまして、両者ともに裏表紙のところに保護者に向けてのメッセージが書か

れています。東京書籍の方は、家庭で語り合ってほしいという話が書いてありまして、こ

のメッセージは、この教科書を作る上での姿勢と捉えまして、私は評価したいと思います。 

◎白石委員 道徳の授業時間は、各学年週に１時間行われているかと思うのですけども、教
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材の配列ですとか、教科書のつくりで工夫等はありますでしょうか。 

○仲村教育センター指導主事 光文書院は、付録として各学年５から６教材追加の４０教材

が示されていることにより、授業の時間や地域性、学校の道徳教育全体計画に合わせて教

材を選択、入れ替えることができる工夫がされております。 

  東京書籍は、内容項目のまとまりについて視点ごとに色分けされ、発達段階に応じた言

葉でまとめられているので、学習のテーマが児童にとって視覚的にも理解しやすい配慮が

なされております。 

◎白石委員 東京書籍の方を見ますと、全学年４、５ページに内容項目のまとまりごとに色

分けがされていて、とても見やすい構成になっているのがいいなと感じました。 

◎小泉教育長職務代理者 感想になりますけど、光文書院は地域教材が多く取り扱われてい

るなということは非常に特徴的であると感じました。 

◎宇田川委員 私は東京書籍の方なのですけれども、考えるためのツールとして心のメータ

ーであるとか、心情円といったように自分の考えを色の大きさで表すことができるように

なっていて、それがすごく目で見て、自分はこんなに本当のことを言っているのかな、ど

うなのかなということを考えていく仕掛けがとてもいいなと思いました。 

  また、各学年、表紙に本当に短い言葉というかメッセージが書かれていて、その一つひ

とつがすごく心に届きやすいなと思っておりまして、特にやはり１年生の「えがおも、こ

とばだよ」というようなところにも、本当に伝えるというようなところが、言葉だけでは

なくて、表情であったり、そういったことからもいろいろなメッセージを受け取ることが

できるのだなということが、ぐっと伝わってきて、すごく惹かれた点です。 

◎岩田委員 今の宇田川委員の発言の中で、考えるためのツールという言葉がありましたけ

ども、やはり道徳においては子どもたちが自分で考えて判断するということは、とても大

事なことだと思っていますけども、子どもたちが自分の問題として捉えることができる工

夫として、それぞれ２者の特徴を教えていただきたいと思います。 

○仲村教育センター指導主事 学習指導要領の道徳科の目標に、「自己の生き方についての

考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる」と記して

あるように、児童一人ひとりが主体的な判断の下に行動できることが重要です。 

  そのために、各者テーマに合わせた意図的な教材の組合せを行い、児童が自分自身の問

題として考えることができるよう工夫されています。東京書籍は、「安全・安心」「情報

モラル」「いのち」「いじめ」「自分」の５つのユニットを全学年に構成し、光文書院は、
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全学年共通の「命をかがやかせる」「いじめをうまない心」に加え、低・中・高学年での

学年独自主題を設け、学びが深まるよう工夫されています。 

  また、考えるための支援として、東京書籍は、後半のページに考えるためのツールが掲

載されており、光文書院は、各学年前半のページに思考ツールが掲載されるなどの工夫が

ございます。 

◎岩田委員 私の感想としては、自ら考え、判断するといった教材として、この光文書院の

６年生の１５６ページで杉原千畝さんの命のビザを取り上げていて、これはやはり歴史的、

国際的視点から見ても評価できるなと思っています。 

◎宇田川委員 繰り返しになってしまうのですが、東京書籍の方なのですけれども、自分の

考えを色の大きさで表せる心のメーターや、自分の考えを表す心情円があることで、やは

り児童自身が自分の考えというものをちゃんと考えを整理しやすい工夫がなされていて、

そういったことの中で自分の考えというものを整理していきながら、やはり自分で自分の

ことを分かっていく、また自分で自分がどんなことを考えるのかということにつながって

いくのではないかなと思います。 

◎小泉教育長職務代理者 ２者とも多種多様で魅力的な教材の工夫がなされて、またその教

材を通じて、児童一人ひとりが自分自身の問題として捉えることを大切にしているなとい

うことがよく分かりました。児童が自らの問題として捉えた上で、さらに本市が目指しま

す「考え、議論する道徳」を実現するためには、授業での発問がとても重要であると考え

ています。そこで、その発問の工夫について、２者の特徴があれば教えてください。 

○仲村教育センター指導主事 東京書籍は、クラスの実態に応じて発問をつけ足すなど、柔

軟な指導ができるよう、各教材について掲載する発問を２つに絞っています。「◎」は、

その教材の中で道徳的価値に最も迫ることができる中心発問を示し、「○」は、これまで

の自分を振り返り、自己を見つめ、これからの生き方に生かしていくための発問を示して

おります。 

  光文書院は、子どもが自問自答しながら主体的に深く考えていく発問を用意しています。

成長する鳥のアイコンで、導入・展開・発展の発問を４問ほど示し、思考の拡充を促して

おります。 

◎宇田川委員 議論や話合いといったものを深めていきたいなと思ったときに、道徳として

はやはり一律に正解があるというか、答えがあるものではないと考えております。 

  議論という点では、中心的な発問が１つあり、その発問に沿いながら、その学校、その
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クラスの児童たちの実態といったものに即していけるという意味では、東京書籍の方が意

見を広げていける、その可能性というものが残されているのかなと思いました。 

◎小泉教育長職務代理者 先ほどの発問数の件でいきますと、経験年数の少ない先生方には、

そういった発問数の例示が多いというのは授業としてはやりやすいのかなということで光

文書院も使いやすいかなと考えます。 

  また、東京書籍の方を見ますと、子どもと先生によって一緒に道徳をつくり上げていく

というような感じがするので、これまた好感が持てるなと感じました。 

◎白石委員 発問数についてもそうなのですけども、道徳はやはり価値を押しつけるような

展開にならないように、型にははめすぎず、児童の実態にあった話合いに導ける教科書が

よいと思います。そういった点も含めまして、東京書籍の、「自分はどう考えるのか」と

いうことが最終的に問われているように感じまして、いいなと思います。 

◎渡邉教育長 委員の皆様から様々な視点でご意見をいただきました。どちらもよい点、工

夫されている点、確認ができました。「答えが１つでない道徳的な課題を一人ひとりの児

童が自分自身の問題として捉える点」、また「考える道徳、議論する道徳への転換を図る

ための発問の工夫がなされている点」などから、東京書籍が適しているというご意見が多

くあったように思います。 

  ほかにご意見がございましたら、お願いいたします。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

  それでは、道徳科については東京書籍の「新編 新しい道徳」を採択することでよろし

いでしょうか。 

「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、道徳科については東京書籍の「新編 新しい道徳」

を採択することといたします。 

  以上で個々の種目の採択を終了いたします。 

  ここまで終えまして、全体について何かご意見があればお願いいたします。特にござい

ませんか、よろしいですか。 

  それでは、ここで全体の採決を行います。 

  議案第２９号、「相模原市立小学校及び義務教育学校（前期課程）において令和６年度

に使用する教科用図書の採択について」は、種目ごとの採択のとおり決することに、ご異

議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 それでは、議案第２９号は、種目ごとの採択のとおり可決をされました。 

  教科書を入れ替えますので、暫時休憩いたします。 

（休憩・１４：３５～１４：４０） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立中学校及び義務教育学校（後期課程）において 

令和６年度に使用する教科用図書の採択について 

◎渡邉教育長 それでは、次に日程２、議案第３０号、「相模原市立中学校及び義務教育学

校（後期課程）において令和６年度に使用する教科用図書の採択について」を議題といた

します。 

  それでは、事務局より説明をいたします。 

○農上学校教育部長 議案第３０号について、ご説明申し上げます。 

  本議案は、相模原市立中学校及び義務教育学校（後期課程）において令和６年度に使用

する教科用図書について、令和６年度相模原市立義務教育諸学校使用教科用図書の採択基

本方針に則り、採択いただきたく、提案するものでございます。 

  それでは、具体的なことにつきましては学校教育課長から説明をさせていただきます。 

○三谷学校教育課長 令和５年５月の教育委員会定例会、議案第２２号におきまして、教科

用図書の採択基本方針として「相模原市立中学校及び義務教育学校（後期課程）において、

令和６年度に使用する教科用図書は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律、第１４条に則り採択する」とご決定いただきました。よって、令和６年度に相模原市

立中学校及び義務教育学校（後期課程）において使用する教科用図書につきましては、別

紙一覧のとおり、現在使用しているものと同一のものを採択いただきたく、提案申し上げ

ます。 

  以上、議案第３０号についての説明を終わらせていただきます。よろしくご決定くださ

いますようお願い申し上げます 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。質疑、ご意見等ございましたらお願いいたします。 

◎小泉教育長職務代理者 今年度は現在の教科書を使い始めてから３年目の年であり、来年

度には中学校及び義務教育学校（後期課程）における新規採用の年でもあります。よって、

採用については４年間の見通しの中で決定しているということもありますので、そのよう

に進めていただき、主体的、対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を、引き続き推進
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していただきたいと思っております。 

◎渡邉教育長 ほかに質問、ご意見等ございますか。 

  ありませんので、これより採決を行います。 

  議案第３０号、「相模原市立中学校及び義務教育学校（後期課程）において令和６年度

に使用する教科用図書の採択について」を原案どおり決するにご異議はございませんか。 

「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、議案第３０号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立小学校、中学校及び義務教育学校において 

令和６年度に使用する特別支援教育関係教科用図書の採択について 

◎渡邉教育長 次に、日程３、議案第３１号、「相模原市立小学校、中学校及び義務教育学

校において令和６年度に使用する特別支援教育関係教科用図書の採択について」を議題と

いたします。 

  それでは、事務局より説明をいたします。 

○農上学校教育部長 相模原市立小学校、中学校及び義務教育学校において令和６年度に使

用する特別支援教育関係教科用図書の採択について、ご説明申し上げます。 

  本議案は、相模原市立小学校、中学校及び義務教育学校で令和６年度に使用する特別支

援教育関係教科用図書として、学校教育法第３４条、第４９条の８及び附則第９条の規定

により、教科用図書として使用する図書につきまして、令和６年度相模原市立義務教育諸

学校使用教科用図書の採択基本方針に則り、採択いただきたく提案するものでございます。

具体的なことは学校教育課長よりご説明申し上げます。 

○三谷学校教育課長 はじめに、特別支援教育関係、教科用図書の概要につきまして、ご説

明申し上げます。 

  恐れ入りますが、議案第３１号、参考資料２、資料の最後のページ、２８ページをご覧

いただきたく存じます。 

  特別支援学級に在籍する児童・生徒につきましては、①から④までの４つの図書を教科

用図書として使用することができます。 

  ①は、通常の学級と同じ教科用図書です。②は、特別支援学級の児童・生徒が在籍する

学年よりも下の学年の教科用図書になります。例えば、小学校５年生の特別支援学級に在

籍する児童が、２年生の教科用図書を使用することができます。③は、「文部科学省著作
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特別支援学校用教科用図書」になります。視覚、聴覚障害者用や、星本と呼ばれる知的障

害者用がございます。 

  机上に置かせていただいております、教科用図書、星本をご覧いただきたいと存じます。

こちらには、星が１つから５つまでのものがございまして、児童・生徒の実態に応じて選

択できるようになっております。 

  これら①から③の教科用図書では、適当なものがない児童・生徒に対して使用できるも

のといたしまして、④の学校教育法附則第９条の規定による一般図書を教科用図書として

使用することができることになっております。 

  続きまして、机上に置かせていただいております、一般図書をご覧いただきたいと思い

ます。 

  ９条本とも呼ばれている一般図書は、特別支援学級の児童・生徒の実態に合わせて、保

護者と学級担任が相談して、教科用図書として選定いたします。 

  次に、特別支援教育関係教科用図書の採択について、ご説明いたします。 

  はじめに、別紙１、２ページから６ページをご覧ください。こちらにございますように、

令和６年度に、小学校及び中学校で使用される点字版や、星本を含む、文部科学省が著作

の名義を有する特別支援学校用教科用図書について、採択していただきます。 

  また、学校教育法附則第９条により定められた教科用図書、いわゆる一般図書について

でございますが、この一般図書につきましては、別紙２、７ページからの令和６年度に相

模原市立小学校、中学校及び義務教育学校の特別支援学級で使用できる学校教育法附則第

９条の規定による教科用図書（一般図書）一覧にありますように、児童・生徒の教育的ニ

ーズに応じたものとなるよう、文部科学省の一般図書契約予定一覧の中から本市における

採択基本方針や、観点を踏まえた上で、各学校において、調査、報告されたものを、本市

の一覧として採択していただきますよう、お願い申し上げます。 

  説明は以上でございます。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これに関して、質疑、ご意見等ございましたら、お願

いいたします。 

◎宇田川委員 特別支援学級では、児童・生徒の教育的ニーズに応じて、教科用図書を使用

しているということが分かりました。その中で、一般図書は、学校でどのくらい使われて

いるのでしょうか。 

○三浦教育センター指導主事 今年度、一般図書を使用している学校は、小学校、義務教育
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学校前期において、７１校中、６０校ございます。そして、合計として１，７０９冊でご

ざいます。 

  中学校、義務教育学校後期においては、３６校中、２２校使用しておりまして、合計

５１０冊使われております。 

◎平岩委員 もう１つ、一般図書についてお伺いしたいのですが、今年度はどのような一般

図書が多く使われているでしょうか。 

○三浦教育センター指導主事 今年度、多く使用されている一般図書は、東京書籍の「小学

校英語絵ずかん」や、同成社の「ゆっくり学ぶ子のためのこくご２（改訂版）」など、個

に応じた内容で、視覚的に分かりやすく工夫されているもの、そして、児童・生徒がじっ

くり取り組めるもの、実生活につなげることができるものが多く使用されております。 

◎岩田委員 図書について、続けて質問させていただきますが、このリストにあるような一

般図書は、どういう基準で選ばれるのかということと。あと先生方の意見などがあったら、

それも教えてください。 

○三浦教育センター指導主事 一般図書を選定するに当たり、個別の指導計画を基に、担任

が児童・生徒一人ひとりの状況を把握して、保護者と話合い等を行いながら選んでおりま

す。 

  先生方の声としましては、「子どもに身につけさせたい力を意識して選んでいる」「視

覚的に子どもが理解しやすいものがよい」「実生活につながる内容を選んでいる」という

ご意見をいただいております。 

◎渡邉教育長 ほかに何かありますか。 

◎白石委員 一般図書は、教科書展示会等でも見ることができると思いますけれども、展示

会の機会以外でも常設されているというところはあるのでしょうか。 

○三浦教育センター指導主事 相模原市立総合学習センターの図書閲覧室に常設しておりま

す。先生方や保護者の方々が来られて、採択に向けて、時間をかけて、丁寧に見られてい

る方もいらっしゃいます。 

◎小泉教育長職務代理 一般図書の採択数の傾向というのは、どういう感じになっているの

ですか。 

○三浦教育センター指導主事 近年の傾向としましては、ソーシャルスキルを学ぶものにつ

いて、需要が多くなっております。 

  相模原市総合学習センターの図書閲覧室に常設展示している一般図書の更新に当たりま
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しても、学校からの要望や、文部科学省の一般図書契約予定一覧の中から全国的に採択数

が多いものを参考にしながら、児童・生徒の教育的ニーズに応えられるようにしておりま

す。 

◎渡邉教育長 ご質問、ご意見等ございますか。特によろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ありませんので、これより採決を行います。議案第３１号「相模原市立小学

校、中学校及び義務教育学校において令和６年度に使用する特別支援教育関係教科用図書

の採択について」、原案どおり決するにご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、議案第３１号は、可決されました。 

  ここで休憩いたします。１５時再開したいと思います。なお、再開後の審議に関係する

職以外の方は、退出をお願いします。 

（休憩・１４：５４～１５：００） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□専決処分の報告について 

◎渡邉教育長 休憩前に引き続き、会議を続けます。 

  日程７、報告第１８号「専決処分の報告について」を議題といたします。事務局より説

明をいたします。 

◎三谷学校教育課長 報告第１８号について、ご説明申し上げます。市立中学校の管理下に

生じた事故に係る損害賠償額の決定について、報告するものでございます。 

  お手元の資料２枚目、専決処分書の裏面をご覧ください。 

  中段下、事故の状況についてでございますが、令和４年１１月１９日、午前１０時頃、

南区内の市立中学校屋外運動場において、課外活動で軟式野球をしていた際、生徒が打っ

たボールが防球ネットを越え、被害者が所有する共同住宅の雨戸に当たり、もって同雨戸

を破損させたものでございます。 

  本市の責任割合につきましては、記載のとおり１００％、損害賠償額については、雨戸

の修理費用として、４万４，５５０円でございます。 

  表の下の段をご覧ください。再発防止策といたしまして、今回の事故について、全職員

で情報共有したほか、学校長から職員に対し、課外活動を行う際は、活動場所、及び練習

方法等の選定において、周囲の安全に十分配慮するよう、改めて指導いたしました。 
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  以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたら、お願いいた

します。 

◎小泉教育長職務代理 部活動中の事故だということなのですけれども、特に気になるのは、

再発防止策のところなのです。活動場所だとか、練習方法の選定において、十分配慮する

ように、これでもって、再発防止になるのか。また、物理的な防球ネットであるとか、防

球ネットの高さが妥当ではなかったとかということではないでしょうか。その辺ちょっと

教えてください。 

○三谷学校教育課長 まず、防球ネットの高さなのですけれども、隣の集合住宅の３階のベ

ランダ部分に当たっております。防球ネット自体は、その高さよりも高かったということ

なのですけれども、ふだん右バッターが、通常打つ方向には、更にそこよりも高いネット

が張られているところなのですけれども、そこよりも少し低いネットが張られていたとこ

ろで、通常、あまり想定していなかった右側に打ってしまった。それが防球ネットに通常

であれば、真っすぐ飛んでいくところ、山並みになって、越していった。これが今回の事

故の状況でございます。ですので、再発防止策としましては、そういったことも想定した

打席の位置ですとか、練習方法ということを検討していきたいと考えております。 

◎小泉教育長職務代理 だったらそこを高くした方が、より子どもたちは伸び伸びできるの

ではないのかなという感想を持ちました。 

○三谷学校教育課長 そうですね。防球ネットの高さということについては、設置基準はな

く、今回の事案を受けまして、学校からも、高さを拡張できないかという相談を受けてい

るところでございます。 

◎白石委員 今のお話ですと、右バッターがライト方向にホームランを打って当たってしま

ったということでよろしいでしょうか。 

○三谷学校教育課長 ホームランではなく、ファールというイメージです。１塁側にファー

ルを打って、まさに１塁ベースの辺りといいますか、そちらの方向に飛んで行ったといっ

たところです。なので通常は、大体ファールでも真っすぐ飛んでいくことが今までは多か

ったので、そういった対応がなされてはいなかったというところです。 

◎白石委員 逆に言うと、ホームランよりもファールの方が多分多いですよね。ちなみにど

れくらい打席からの距離は何メートルぐらいあるのでしょうか。 

○三谷学校教育課長 バックネットもございますので、距離としては、しっかりあったとい
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うところではございます。なので、この再発防止としては、もう少し離れるですとか、そ

ういったところが考えられるのかなと思っています。 

◎岩田委員 反対に言うと、この防球ネットが、左側の方へ高かったというので、そのファ

ール、右側にいく方の防球ネットを高くすることができない理由というのは、何があるの

ですかね。 

○三谷学校教育課長 実はそのレフト側といいますか、そういったところは、数年前のお話

ではありますけれども、飛んでしまったという事例があって、高くしているという経緯が

ございました。というところで、今回、できない理由というよりも、そこは今までそうい

った事例といいますか、事故が発生していなかったので、これまでどおりというところに

なっていたというところが原因かと思います。 

◎平岩委員 いわゆる逆方向に打っているのだと思うのですけれど、あり得ることだと思う

ので、今までの事例とかではなくて、やはりそれはもう安全な高さまで確保するというの

がよろしいのかなと思います。 

○農上学校教育部長 今、課長からも説明がありました。設備につきましては、学校施設課

の方ともよく話をして、どういう対応が可能かというのは、少し今回の事例、事案を検証

して、対応できるところはしていきたいと考えております。 

◎渡邉教育長 これまでも防球ネットの問題については、事故があった際などに、各学校か

ら更に高い高さをというような要望は、その都度受けて、検討はしてきているものだと私

も承知をしております。 

  財政的な問題と、あとどこまで高くすれば安全かというところがなかなか難しいという

こと。それから、高い防球ネットが張られることによる、圧迫感というのが近隣に対して

あるということもあろうかと。もちろん安全ということを考えれば、圧迫感よりも安全を

優先すべきだというご意見が多いことだろうとは思っております。安全ということを含め

て、検討はしていきたいと思っておりますが、各学校ともそういう要望は持っている状況

ということで検討を進めてまいりたいと思っております。ありがとうございます。 

  この件はよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□専決処分の報告について 

◎渡邉教育長 次に日程８、報告第１９号「専決処分の報告について」を議題といたします。
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事務局より説明をいたします。 

○三谷学校教育課長 報告第１９号について、ご説明申し上げます。 

  市立小学校の管理下に生じた事故に係る損害賠償額の決定について、報告するものでご

ざいます。 

  お手元の資料２枚目、専決処分書の裏面をご覧ください。中ほどの下、事故の状況につ

いてでございますが、令和５年５月１２日午前１０時頃、南区内の市立小学校音楽室にお

いて、教員が音楽の授業中に指導をしていた際、床に置かれていた被害者の眼鏡を誤って

踏み、もって、同眼鏡を破損させたものでございます。 

  本市の責任割合につきましては、記載のとおり１００％、損害賠償額につきましては、

同等品の購入費用として、３万２，１２０円でございます。 

  表の下の段をご覧ください。再発防止策といたしまして、今回の事故について、全職員

で情報共有したほか、学校長と交流級及び特別支援級の担任との間で、児童の移動前には

忘れ物がないか声かけを実施すること。眼鏡を手で持っている児童に対しては、特段の事

情がなければ、着用するよう指導することを確認いたしました。 

  以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎岩田委員 これも申し訳ないですが、再発防止策が、児童の移動前には忘れ物はないか、

声かけを実施すること、ここまでは分かるのですけれども、一応ここで特段の事情がなけ

ればとは書いてあるけれども、その子の状況だったり、先生が老眼だったり、いろいろな

状況があるので、その必ず手で持っている児童に対しては、着用するように指導するとい

うのは、防止策というのは、ちょっといかがなものかなと思いました。 

○三谷学校教育課長 この事案につきましては、被害児童は、日頃から眼鏡はかけていたお

子さんでした。授業中だけ、通常外すことということもあまりなかったのですけれども、

その事故が発生した音楽の授業では、本人が自発的に眼鏡を外して、そこで音楽室は机が

ないものですから、椅子だけで活動していましたので、その荷物を床に置いてしまって、

そこでほかの荷物だけ取って、眼鏡を置き忘れてしまったというような状況でございまし

た。そういったところで、こういったことがあり得るということを考えまして、しっかり

と声かけを行っていく。また、注意喚起を行っていくということを、まずは学校としては

再発防止策としたいと考えました 
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◎岩田委員 もちろん注意喚起はいいのだけれども、この子が眼鏡をふだんかけたりしても、

外したというのは、何かしらのそのときの見えづらさとか、見づらさとか、何かメモをし

て何をしたときに、ちょっと頭が痛いとか、何かしらあったかもしれない。それが指導と

いうことで、文書に入ってくること自体が、やはり防止策としておかしいのではないかな

と、印象として持ちました。 

○三谷学校教育課長 本児童、ここにありますように、交流級及び支援級のというところで、

交流の中で行われていたところでございますので、そういうところもしっかり支援をして

いきたいと考えております。 

◎渡邉教育長 何かございましたら、よろしいですか。 

◎小泉教育長職務代理 もう指導はしてしまったので難しいのですけれども、要はいつでも

かけていなさい、ではなくて、保管は子どもには責任持てと言ったらおかしいのですけれ

ども、なくなったり、壊れないようにするために、丁寧に扱いましょうねぐらいの指導だ

ったら、話は分かります。常にかけていろというのは、何かそれはおかしいなということ

です。 

  これは、状況としては子どもが置いて帰ってしまったのですか。 

○三谷学校教育課長 最初に、先生の方を向いて、通常の椅子の並びで並んでいたところか

ら、今度は丸くなるというような形で、座席を移動したのです。座席ごとに移動したので

すね。そういったところで、椅子も持って動きましたし、ものを置いて動いたというよう

な状況でございました。 

◎平岩委員 今のご説明で状況など分かりましたし、これはもうそういう指導、再発防止策

を取ったのだと思うのですが、今後、同じような事案があったときに、再発防止策という

ところで、特段事情がなければ、着用しましょうという指導というのは、やはりちょっと

違うということだけは、ご理解いただきたいと思います。 

◎岩田委員 逆にそういう活動が音楽の中で確かにあるとしたら、防護策であれば机を横に

置いて、子どもたちは、今度は荷物をそこに置くという方が、よほどの防止策だろうなと

思ったのですけれども。 

○三谷学校教育課長 これは当日の指導として、こういったことがあったということがあり

ますが、今後のところにつきましては、指導というよりも、しっかり支援していくという

視点で、学校の方にも伝えていきたいと考えております。 

◎渡邉教育長 この件については、これで終了といたします。 
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それでは、ここで、前回定例会後の私の活動状況等について、ご報告させていただきま

す。 

  夏の事業等がいろいろございました。７月１５日に、相模原市総合体育大会を視察させ

ていただきました。市内でも部活動、スポーツの大会がございました。 

  この大会については、今年度は、県の大会のメイン会場を相模原市とさせていただいて

おりまして、その開会式が７月２７日に相模女子大学グリーンホールで、県の教育長等を

お招きして、主催者として行いました。 

  開会式の後、相模原市を中心とする各会場で大会が開催され、３０日に私も出席をさせ

ていただきました。 

  それから、各演劇についても、中学校の演劇、市内のさがみ風っ子文化祭の演劇の発表

が、南市民ホールで２日間にわたって、７月２７、２８日に開催され、その一部を拝見し

てきました。中学生らしいテーマで、元気に演じていたのを拝見しました。 

  それから、各地区のお祭りが順次再開して、活発に行われております。７月２３日に上

溝夏祭り、８月１日に相模湖の湖上祭、８月４日に橋本の七夕祭り、８月５日には、田名

ふるさとまつりもございまして、そこで田名中学校の吹奏楽部と演劇部の発表も行われて

いたのを拝見しました。お祭りの関係が活発に再開しており、子どもたちもそこにいろい

ろな形で参加しているのを拝見しました。 

  それから、７月１９日に、多層指導モデルのＭＩＭを活用した授業を参観してまいりま

して、実際にやっている光景を拝見してきました。 

  それから、７月２４日に、市Ｐ連の新役員の皆さんと面会を行いました。 

  それから、先生方の研修というのも、今、盛んに行われておりまして、７月２５日に、

相小研の全員研修会がありました。グリーンホールいっぱいに小学校の先生方が集まって、

講師としてお呼びしたのが、池上彰さん、テーマは、「学び続ける力」ということで、み

んなで講演を聴いたというものでございます。 

  それから、研修に関しては、小中学校の教育課程の研究会、それぞれのテーマ、教科に

ついて、教育課程の研究発表、意見交換が行われました。 

  それから、新任と採用２年目、３年目の先生方が、若あゆに集まっていただいて、体験

研修、それから、意見交換、情報交換というようなことも行いました。ほかにも様々な研

修が、この夏休み期間中に行われると承知しております。 

  もう１件、昨日、神奈川県市町村教育長会連合会がございまして、久々に県内の幹事会
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だったので、一部の教育長とお話をしてきました。その中では、中学校の部活動は、経費

もかかるし、担い手を探し出すことも難しく、経費がかかると保護者の負担になってしま

うというような課題があり、もっと積極的に国や県に対して要望をしていきたいというお

話や、高校受験の入試のエントリーの仕方について、制度が変わることについて、県に対

して情報提供を求めていこうというようなお話、タブレットの更新に関する課題について

も、これからも引き続き情報共有していきましょうというお話がありました。 

  以上でございます。 

  ではここで次回の会議予定日を確認いたします。次回は、９月６日水曜日午前９時３０

分から教育委員会室で開催する予定でよろしいでしょうか。 

  それでは、次回の会議は、９月６日水曜日午前９時３０分から開催予定といたします。 

  ここで休憩いたします。再開は、１５時３５分といたします。 

（休憩・１５：２３～１５：３５） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立公民館条例の一部を改正する条例について 

◎渡邉教育長 休憩前に引き続き、会議を続けます。 

  日程４、議案第３２号「相模原市立公民館条例の一部を改正する条例について」を議題

といたします。 

  事務局より、説明をいたします。 

○村田生涯学習部長 議案第３２号「相模原市立公民館条例の一部を改正する条例」につき

まして、ご説明申し上げます。 

  下段、及び次ページの提案の理由をご覧ください。 

  本議案は、星が丘公民館の長寿命化改修工事に伴い、同公民館の改修後の施設使用料に

係る規定の追加について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定によ

り、相模原市長から意見を求められたため、これに同意いたしたく提案するものです。 

  前ページ、最初のページをご覧ください。中段の改正の内容についてご説明します。 

  星が丘公民館の長寿命化改修工事に伴い、改修後の新たな施設使用料の規定を追加する

もので、施設の名称と１時間当たりの使用料は、表のとおりでございます。 

  附則についてです。第１項ですが、この条例は、相模原市立公民館条例の一部を改正す

る条例（令和５年相模原市条例第４３号）第２条の規定の施行の日から施行するものです。

ただし、次項の規定は、公布の日から施行するものです。 
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  第２項ですが、改正後の同公民館の部に定める施設の利用申請の受付、その他必要な準

備行為は、この条例の施行の日前においても行うことができるといたすものでございます。 

  続きまして、施設の概要についてご説明させていただきます。関係資料、１ページの案

内図をご覧ください。 

  位置につきましては、仮設の施設である星が丘小学校内から元の位置に移転いたします。

本改修工事では施設の増築は行わないため、改修後の延床面積は、改修前の９６５．７６

平方メートルから変更はございません。 

  ２ページの配置図をご覧ください。外構の主な改修内容として、市道星が丘６号の北側、

公民館の敷地内に、歩道上空地を新設いたします。これは近隣に小学校やこどもセンター

も位置していることから、子どもをはじめ、公民館利用者の安全・安心のため、星が丘公

民館改修検討委員会から設置が要望されたものでございます。 

  ３ページの１階平面図改修後をご覧ください。主な改修内容としまして、予約なしで誰

もが気軽に利用ができる談話スペースを新設いたします。また、大会議室を拡張するほか、

２階にありました図書室を１階に移設し、利用者の利便性の向上と建物に係る荷重の軽減

を図ります。 

  ４ページの２階平面図改修後をご覧ください。主な改修内容としまして、１階にありま

した和室に代わる部屋として、フローリングの多目的室を新設します。また、料理実習室

は、位置は変わりませんが、新たにアイランドキッチンを４台設置します。 

  ５ページからの新旧対照表の説明は省略させていただきます。 

  ７ページの星が丘公民館長寿命化改修工事について、をご覧ください。項目の５、事業

スケジュールについてですが、令和５年６月に、貸館と図書室を休止し、現在は仮設の施

設に移転し、７月から着工しています。 

  令和６年３月の工事完成後、改修後の公民館施設に移転し、４月から供用を開始する予

定です。 

  以上で、議案第３２号の説明を終わらせていただきます。よろしくご決定くださいます

よう、お願い申し上げます。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたら、お願いいた

します。 

◎白石委員 改修に当たりまして、地域の関係団体ですとか、また、利用者の皆さんといろ

いろ会議の検討を進めてこられたのだと思います。その中で出てきた意見ですとか、要望
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ですとか、それに対してこのように反映したというところを、改めまして説明いただけた

らと思います。 

○松本生涯学習課長 今回の改修に当たりましては、地域の検討委員会で１２回にわたって

ご検討いただいた内容を、工事に反映させていただいておりまして、先ほど部長の方から

もご説明がありましたけれども、まず、１点は、予約なしで誰もが使える談話スペースと

いうものを１階の入口のところに配置をしてもらいたいという要望に対して、これを実現

してございます。 

  あと大会議室を若干広げて、スペースを大きくしております。あと多目的室、板張りの

多目的室、あとこちらには鏡も配置をいたしておりますので、ダンスですとか、そういっ

たものにも活用いただけるという、汎用性の高い、そういった施設になってございます。 

  あと、図書室を２階から１階へ降ろして、１階で一番利便性のいいところに配置をさせ

ていただいております。 

  あと、今まで事務室の位置からは、入ってくる方の来館者の姿が見えないということで、

防犯上の面からも、それが見られるような位置にということが、ご希望がございましたの

で、事務室を少しずらして配置をしてございます。 

  主なものは以上でございます。 

◎白石委員 続けまして、約１０か月間ですか、いわゆる貸館的なものはできない形になる

かと思うのですけれども、この１０か月間において、星が丘公民館での活動を全く休止し

てしまう形になるのか、その中でもこういうことはやっていこうというようなお考えがあ

れば、教えていただければと思います。 

○髙橋星が丘公民館館長代理 白石委員のおっしゃったとおり、今、仮事務室ということで、

小学校の一室をお借りしていまして、一般のサークルの方が活動できる部屋は、当然ござ

いません。その活動場所を仮事務室に移る前に、近隣の公民館等に物品を搬送し、また、

利用者の方にも公民館を紹介して、円滑に継続して活動ができるような話はしてきてまい

りまして、今のところ、特に問題があるというお話は聞いてございません。 

  それと公民館の主催事業についてですけれども、お隣にこどもセンターがございまして、

こどもセンターのご協力をいただきながら、当然、こどもセンターの本来の活動に支障の

来さない範囲の中で、お部屋を借用して、例えば、日曜日の午前、午後を使って、小学生

対象の夏休み授業を実施したりとか、大人向けの授業を行ったりとか、公民館の体育事業

についても、屋外ですので、当然、継続して行っております。公民館の主催事業という意
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味では、仮事務室の期間においても、継続して、地域の方にご参加いただいている状況が

ございます。 

◎宇田川委員 施設の使用料についてなのですけれども、改修後に、使用料の変化があるの

は大会議室と和室ということなのですが、その使用料を改修後に変更するということの理

由、恐らく大会議室のところは拡張というようなことが書かれているので、拡張によるも

のだとは思うのですけれども、改めて、使用料がなぜ、どういう根拠で、どういう理由で、

こう変更になったかというのを教えていただければと思います。 

○松本生涯学習課長 使用料の設定についてでございます。使用料につきましては、直近３

年間の平均の時間に経費を積み上げまして、それを㎡数、あるいは開館の日数等で割返し

まして、１㎡当たり、１時間幾らのコストがかかっているのかというのを算出いたします。

今回の公民館については、星が丘公民館だけでやるのではなくて、全公民館全体のコスト

でそれを算定いたしております。現状においては、１時間当たり４円というのがコストと

いうことで算定をしてございまして、それにそれぞれの面積を掛け合わせて、１００円以

下を切り捨てというような、基本的にはそういったもので計算をして出したものが、この

表になってございます。 

◎渡邉教育長 よろしいですか。ほかにご意見等ございませんか。よろしいでしょうか。 

◎小泉教育長職務代理 １枚目の表がありますよね。その上のところ、「別表第２第１号の

表中大野中公民館の部の次に次のように加える」というのは、こういう書き方は、役所的

にはするということですか。何か、次に次のというのは、何か分かりづらいかなと思った

だけです。 

○村田生涯学習部長 これなのですけれども、表の中の大野中公民館の部というのが、要は、

各公民館の使用料を表記した別表の大野中公民館の下に、星が丘公民館のこの表を差し込

むという意味合いの表現として、このような形で記載しているものでございます。 

  前回の改正の際に、星が丘公民館が休止になりますので、星が丘公民館の表自体が、条

例から削除されておりまして、それをまた追加して戻すという意味合いで、このような書

き方で加えさせていただいているものでございます。 

◎渡邉教育長 文言として、これが正しいのですねという確認だったのですけれど。正しい

ということでよろしいですね。 

◎小泉教育長職務代理 正しいですね。分かりました。 

◎渡邉教育長 ほかよろしいでしょうか。 
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（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ほかにありませんので、これより採決を行います。 

  議案第３２号「相模原市立公民館条例の一部を改正する条例について」を原案どおり決

するにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、議案第３２号は、可決されました。 

  ここで職員入れ替えのため、暫時休憩をいたします。 

（休憩・１５：４８～１５：５０） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市教育委員会事務局の職員の人事について 

（公開しない会議 原案どおり可決） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立学校の教職員の人事について 

（公開しない会議 原案どおり可決） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎渡邉教育長 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、定例会を閉会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   □閉   会 

午後４時１４分 閉会 

  


